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スポーツの秋！志布志市小学校陸上記録会では多くの児童が日頃の練習の成果を発揮しました（10月15日、志布志陸上競技場）
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特集：志布志市の台所事情を紹介します



駆除 1　少量の発生は幼虫を集めて捕殺します

　成虫は飛び回りますので防除は困難です。幼虫の食害を確認してから防
除するのが効果的かつ経済的です。
　木を揺すると糸を引いて垂れてきますので、そうした時期に防除します。
防除は幼虫の発生が少数の時には糸を引いて垂れてきたものを一か所に集
めて地面に穴を掘って埋めるなどして捕殺します。

駆除 3　さなぎは地面の浅いところにいます

　食害にあったイヌマキの根元付近を掘ると浅いところにさなぎが
いる場合があります。見つけたら集めて補殺します。

駆除 2　大量に発生を確認したときは農薬による駆除を行います

　右ページのとおり、トレボン乳剤とスプラサイド乳剤が効果的です。
　ただし、これらの薬剤は残効期間が非常に短いため、薬剤のかかった幼
虫だけ駆除できるものと考えてください。
　農薬散布は近隣のご家庭や農地の所有者に連絡を行ってから、散布して
ください。ご自身での散布が難しい方はシルバー人材センター、造園業者
等にご相談ください。

駆除 4　成虫になった場合は捕虫網で捕殺します

　成虫には農薬散布の効果がありませんので、捕虫網で一匹ずつ捕まえて
駆除しましょう。

イヌマキの根元にさなぎがある場合は掘り起こして
集めて捕殺します。

幼虫の発生が少ない場合は、木を揺すって落ちたシャ
クトリムシを捕殺します。

大量に発生したときは噴霧器等を使って駆除を行いま
す。

■問い合わせ先　市役所林務水産課　℡ 474-1111（内線 422）

　

イ
ヌ
マ
キ
（
ひ
と
つ
ば
）
の
葉
を
食
い

荒
ら
す
害
虫
「
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
」
が
、

今
後
、
大
量
に
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

庭
な
ど
に
イ
ヌ
マ
キ
を
植
栽
し
て
い
る

ご
家
庭
で
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

虫
が
見
か
け
ら
れ
る
イ
ヌ
マ
キ
は
定
期

的
に
防
除
が
必
要
で
す
。

「
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
」
っ
て
ど
ん

な
虫
？

　

幼
虫
（
写
真
）
は
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
で
、

頭
、
尻
及
び
側
面
が
オ
レ
ン
ジ
色
で
、
他

の
部
分
は
灰
色
と
黒
色
の
ま
だ
ら
模
様
を

し
て
い
ま
す
。

　

成
虫
は
、
全
体
的
に
濃
い
紺
色
で
、
羽

に
黄
色
の
帯
が
あ
る
美
し
い
蛾
（
ガ
）
で
、

昼
間
飛
び
回
り
ま
す
。

　

イ
ヌ
マ
キ
の
木
を
揺ゆ

す
る
と
、
幼
虫
が

糸
を
吐
い
て
垂
れ
下
が
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
幼
虫
が
、
マ
キ
科
の
イ
ヌ
マ
キ
や

ラ
カ
ン
マ
キ
、
ナ
ギ
の
葉
を
食
害
し
ま

す
。
そ
の
他
の
樹
木
や
人
体
に
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
。
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
が
一
度

発
生
す
る
と
急
激
に
増
加
し
、
イ
ヌ
マ
キ

は
次
々
に
食
害
さ
れ
、
被
害
木
が
枯
れ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

防
除
の
方
法
は
？

　

年
４
、５
回
発
生
し
ま
す
（
図
１
）。
幼

虫
の
発
生
が
少
な
い
場
合
は
、
木
を
揺

す
っ
て
落
ち
た
虫
を
捕
殺
し
ま
す
。

　

ま
た
、
木
の
根
元
の
土
中
に
茶
褐
色
で

紡ぼ
う
す
い
け
い

錘
型
を
し
た
サ
ナ
ギ
が
い
ま
す
の
で
、

掘
り
出
し
て
捕
殺
し
ま
す
。

　

成
虫
は
、
捕
虫
網
で
捕
獲
し
ま
す
。

　

も
し
、
幼
虫
が
大
発
生
し
て
い
る
と
き

は
、薬
剤
散
布
が
効
果
的
で
す
。
た
だ
し
、

薬
剤
散
布
は
幼
虫
を
殺
す
に
は
効
果
が
あ

り
ま
す
が
、
成
虫
や
卵
及
び
さ
な
ぎ
に
は

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

薬
剤
は
次
の
い
ず
れ
か
を
使
用
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●�
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剤

１
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薄
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る
）

●�

「
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
」
1
５
０
０

倍
希
釈
液
（
水
1
・
5
リ
ッ
ト
ル
あ

た
り
薬
剤
１
cc
の
割
合
で
薄
め
る
）

　

薬
剤
は
、
農
薬
取
扱
店
（
農
協
、
園
芸

専
門
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
）
で
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ス
プ
ラ
サ
イ
ド

乳
剤
は
劇
物
の
た
め
、
購
入
の
際
、
印
鑑

が
必
要
で
す
。

※
薬
剤
散
布
を
行
う
前
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
近
所
の
方
に
も
連
絡
し
、
ま
た
、
風
の

な
い
と
き
に
散
布
す
る
よ
う
に
し
、
周
辺

の
農
作
物
や
通
行
人
等
に
飛
散
し
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
分
で
薬
剤
散
布
が
で
き
な
い
場
合 

は
？

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
造
園
業
者

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
２
２
）

●
志
布
志
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
０
）

●
松
山
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
４
１
）

キ オ ビ エ ダ シ ャ ク に ご 用 心！

キオビエダシャクの幼虫（シャクトリムシ）は新芽の
裏面を好食して成長します。

キオビエダシャクの幼虫によりイヌマキ（通称：ひとつば）の葉が食い荒らされる被害は、市内の各所でみられます。

（図 1）キオビエダシャクの年間発生動向
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

幼 虫 期
成 虫 期
さなぎ期

地域での一斉防除に努めましょう！
【写真提供】環境アドバイザー窪健一氏

食害に遭う前のイヌマキ

食害初期の様子

食害により枯れたイヌマキ

キオビエダシャクは幼虫期の駆除が効果的です！
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市内各地で

大発生！
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志布志市の台所事情を公開します特集

平成 20 年度歳出決算額　　２００億７, ０５０万４千円
総務費

21 億 562
万 9 千円

（10.5%）

民生費
53 億 3,123 万 6 千円

（26.6%）

衛
生
費

農林水産業費
37 億 6,497 万 3 千円

（18.8%）

土木費
15 億 9,806
万 1 千円

（8.0%）

消
防
費

教育費
21億6,543

万7千円
（10.8%）

公債費
26 億 7,146 万
　　　1 千円

（13.3%）

平成 19 年度歳出決算額　　１７９億６, ７７９万６千円
総務費

22 億 67 万 8
千円

（12.2%）

民生費
50 億 4,466 万 4 千円

（28.1%）

衛
生
費

農林水産業費
22 億 78 万 3

千円
（12.2%）

土木費
16 億 3,580
万 9 千円

（9.1%）

消
防
費

教育費
17億996万

5千円
（9.5%）

公債費
26 億 4,078 万
　　　6 千円

（14.7%）

性 質 別 経 費 内　　　容　　　　

義
務
的
経
費

人件費（１７．３％）
３４億７，０４５万３千円

市議会議員の報酬並びに市長など特別職及び職員の給与に要した経費です。

公債費（１３．３％）
２６億７，１４６万１千円

借入れしている市債の返済に要した経費です。

扶助費（１３．８％）
２７億７，５１０万６千円

生活保護、児童福祉及び老人福祉等に要した経費です。

投
資
的
経
費

普通建設事業費（２６．９％）
５４億 ３２万４千円

建物の建設及び道路工事等に要した経費です。

災害復旧費（０．４％）
７，３２５万７千円

災害が発生したときに、その復旧作業に要した経費です。

そ

の

他

物件費（８．４％）
１６億８，５３４万 7 千円

旅費、賃金、備品購入費、委託料等事務的な経費です。

補助費等（８．８％）
１７億７，４０３万３千円

一部事務組合や各種団体への負担金や補助金等に要した経費です。

維持補修費（０．６％）
１億１，３４４万１千円

施設の維持補修等に要した経費です。

積立金（０．４％）
７，８７９万１千円

各種基金への積立金です。

その他（１０．１％）
２０億２，８２９万１千円

特別会計（国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、下水道管理等）へ
支出した経費等です。

　　歳入決算　２０９億 ９，６７８ 万 ２ 千円
　　歳出決算　２００億 ７，０５０ 万 ４ 千円
平成 20 年度の決算状況と平成 21 年度上半期の財政状況が公表されました。
先に公表された財政状況の中から、平成 20 年度の決算状況について主なものをご紹介します。

平成 20 年度歳入決算額　　２０９億 ９，６７８ 万 ２ 千円
自主財源（30.7％） 依 存 財 源 （ 6 9 . 3 ％ ）

市税
33億1,677万8千円

（15.8％）

繰
入
金

地方交付税
71 億 43 万 7 千円

（33.8%）

市債
   32 億 4,680 万円

（15.5%）

国庫支出金
 23 億
1,527 万 4 千円
（11.0%）

県
支
出
金

平成 19 年度歳入決算額　　１８３億３，３０３万３千円
自主財源（30.5％） 依 存 財 源 （ 6 9 . 5 ％ ）

市税
33 億 4,819 万 2 千

円
（18.3％）

繰
入
金

地方交付税
69 億 382 万 9 千円

（37.7%）

市債
   20 億

2,100 万円
（11.0%）

国庫支出金
 16 億

9,910 万 6 千円
（9.3%）

県
支
出
金

　歳出決算の内訳は次のグラフのとおりです。歳出総額では前年度に比べて
２１億２７０万８千円の増となりました。
　特別会計等の決算状況は次のページでご紹介します。

平
成
20
年
度

歳出決算の内訳

議会費
2億3,739万1千円

（1.2%）

衛生費
12億4,355万7千円

（6.2%）

商工費
3億5,242万8千円

（1.7%）

消防費
5億3,010万6千

円（2.6%）

災害復旧費
7,022万5千円

（0.3%）

議会費
2億4,514万5千円

（1.4%）

衛生費
10億9,029万3千円

（6.1%）

商工費
2億7,447万8千円

（1.5%）

消防費
5億316万3千円

（2.8%）

災害復旧費
4億2,203万2千円

（2.4%）

繰越金 3 億 6,523 万 7 千円 1.7%
財産収入 3,676 万 6 千円 0.2%
使用料及び手数料 1 億 6,595 万円 0.8%
寄付金 1 億 227 万 5 万円 0.5%
諸収入 3 億 3,066 万 9 千円 1.6%
分担金及び負担金 2 億 2,046 万 6 千円 1.0%
繰入金 19 億 412 万 6 千円 9.1%

県支出金 11 億 7,513 万 6 千円 5.6%
地方譲与税 3 億 669 万 4 千円 1.5%
地方消費税交付金 2 億 8,504 万円 1.4%
その他 1 億 2,513 万 4 千円 0.5%

（単位 : 千円）
市税の内訳 平成 20 年度 平成 19 年度 前年度比
個人市民税 961,118 939,608 ２．３％
法人市民税 299,082 317,710 △５．９％
固定資産税 1,645,873 1,642,372 ０．２％

交付金及び
納付金 40,286 42,310 △４．８％

軽自動車税 93,537 90,371 ３．５％
市たばこ税 276,882 315,821 △１２．３％

計 3,316,778 3,348,192 △０．９％

	　歳入決算の内訳は次のグラフのとおりです。歳入総額では前年度に比べて
２６億６，３７４万９千円、１４．５％の増となりました。
　歳入のうち、自主財源は、繰入金の大幅な増に伴い、前年度と比べて
８億４，５９１万７千円、１５．１％の増となりました。
　また、依存財源は、国の２次補正予算による国庫支出金の増額、大型事業等による地
方債の増により、前年度と比べて１８億１，７８３万２千円、１４．３％の増となりました。

歳入決算の内訳

（単位 : 千円）
その他の内訳 平成 20 年度 平成 19 年度 前年度比

自動車取得税交付金 68,676 75,634 △９．２％
交通安全対策特別交付金 7,518 8,414 △１０．６％

利子割交付金 11,172 11,112 ０．５％
地方特例交付金 34,797 24,545 ４１．８％

配当割交付金 1,719 5,809 △７０．４％
株式等譲渡所得割交付金 395 2,803 △８５．９％
ゴルフ場利用税交付金 857 860 △０．３％

計 125,134 129,177 △３．１％

地方自治法第 243 条の 3 第 1 項及び志布志市財政状況の公表に関する
条例第 2 条第 1 項の規定に基づき、志布志市の財政状況を公表します。

繰越金 4 億 7,933 万 2 千円 2.6%
財産収入 3,764 万 4 千円 0.2%
使用料及び手数料 1 億 8,192 万円 1.0%
寄付金 15 万円 0.0%
諸収入 3 億 6,532 万円 2.0%
分担金及び負担金 2 億 1,852 万 8 千円 1.2%
繰入金 9 億 6,526 万 4 千円 5.2%

県支出金 13 億 5,052 万 7 千円 7.4%
地方譲与税 3 億 2,386 万 1 千円 1.8%
地方消費税交付金 3 億 918 万 3 千円 1.7%
その他 1 億 2,917 万 7 千円 0.6%
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■市債の状況■　　　　（単位 : 千円 ,%）
区　分 借 入 残 高 構 成 比

総 務 債 520,788 2.2
民 生 債 484,971 2.1
衛 生 債 250,000 1.1
農林水産業債 3,620,271 15.6
商 工 債 124,741 0.5
土 木 債 10,456,100 44.9
消 防 債 227,014 1.0
教 育 債 2,414,959 10.4
災 害 復 旧 債 229,276 1.0
そ の 他 4,937,417 21.2
合 　 計 23,265,537 100.0

■市有財産の現在高■
区　分 数 量 お よ び 現 在 高

土 地 11,926,569.89㎡
建 物 202,619.22㎡
山 林 199,811.31㎥
有 価 証 券 255,460 千円
出資による権利 116,678 千円
債 権 946,316 千円
物 品 車輌等 197 台
基 金 4,193,689 千円

■特別会計決算額■　　　　　　　　（単位 : 千円）
区　分 収 入 済 額 支出済額 差引残額

国民健康保険 5,027,995 4,576,584 451,411
老 人 保 健 567,058 531,475 35,583
後期高齢者医療 325,697 321,376 4,321
介 護 保 険 3,179,319 2,997,287 182,032
下 水 道 管 理 319,294 311,181 8,113
公共下水道事業 4,668 4,455 213
国 民 宿 舎 112,599 111,248 1,351
　 合　　 計　 9,536,630 8,853,606 683,024

■水道事業会計決算額■　　　　　　　　　（単位 : 千円）
区　分 収 入 済 額 支 出 済 額 差引残額

収
益
的

営 業 収 支 566,515 445,913 120,602
営 業 外 収 支 4,911 49,018 △ 44,107
付 帯 事 業 収 支 5,423 104 5,319
そ の 他 0 0 0
　 小 計 　 576,849 495,035 81,814

資
本
的

補助金・工事費 196,507 644,789 △ 448,282
工事負担金・公債費 331,988 110,162 221,826
固 定 資 産 売 却
益・ 予 備 費 0 0 0

　 小 　 計 　 528,495 754,951 △ 226,456
　 合 　 計 　 1,105,344 1,249,986 △ 144,642

※ 資 本 的 収 入 額 が 資 本 的 支 出 額 に 対 し 不 足 す る 額
226,456 千円は、過年度分損益勘定留保資金 197,725
千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額 28,731 千円で補てんされました。

平成 20 年度決算状況
平成 20 年度の市債、財産状況及び特別会計、水道事業会計の決算状況は以下のとおりです。

■歳入歳出予算執行状況■　　　　　　　　　　 （単位 : 千円    %）
区　分 予 算 現 額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

一 般 会 計 20,285,297 10,000,552 49.3 8,567,491 42.2

特
別
会
計

国民健康保険 5,033,580 2,155,404 42.8 2,011,625 40.0
老 人 保 健 114,800 37,629 32.8 1,818 1.6
後期高齢者医療 361,662 96,391 26.7 82,597 22.8
介 護 保 険 3,291,361 1,438,597 43.7 1,281,281 38.9
下 水 道 管 理 334,093 152,244 45.6 136,247 40.8
公共下水道事業 3,681 3,892 105.7 2,237 60.8
国 民 宿 舎 112,686 33,853 30.0 53,038 47.1

　 合 　 計 　 29,537,160 13,918,562 47.1 12,136,334 41.1

■水道事業会計執行状況■　　　　（単位 : 千円    %）
区　分 予 算 現 額 支 出 済 額 執行率

収
益
的

収 益 588,476 280,050 47.6
支 出 561,618 148,807 26.5
小 計 1,150,094 428,857 37.3

資
本
的

収 益 354,656 0 0.0
支 出 702,210 84,126 12.0
小 計 1,056,866 84,126 8.0

　 合 　 計 　 2,206,960 512,983 23.2

平成 21 年度上半期執行状況
平成 21 年 9 月 30 日現在（前年度からの繰越事業を含む）の執行状況をお知らせします。

■一般会計内訳■　　　　　（単位 : 千円   %）
区　分 予 算 現 額 収入済額 収入率

歳

入

市 税 3,053,185 2,028,248 66.4
地方交付税 6,934,577 4,970,297 71.7
国庫支出金 2,961,676 1,015,978 34.3
県 支 出 金 1,251,428 166,814 13.3
繰 入 金 823,749 93,734 11.4
諸 収 入 431,849 225,060 52.1
市 債 2,815,400 35,800 1.3
そ の 他 2,013,433 1,464,621 72.7

　 合　 計　 20,285,297 10,000,552 49.3

区　分 予 算 現 額 支出済額 支出率

歳

出

総 務 費 2,572,194 1,399,518 54.4
民 生 費 5,428,623 2,044,359 37.7
農林水産業費 2,806,218 1,322,484 47.1
土 木 費 2,234,932 552,323 24.7
教 育 費 2,024,056 839,184 41.5
災害復旧費 34,627 16,333 47.2
公 債 費 2542,815 1,219,790 48.0
そ の 他 2,641,832 1,173,500 44.4

　 合　 計　 20,285,297 8,567,491 42.2

商工費
○決算額　 ３億５，２４２万８千円
　商工業の振興及び中小企業・観光振興のための事業
に要した経費です。前年度と比較して７，７９５万円
の増となっています。
■主な事業
輸出貨物促進事業・企業立地促進事業・さんふらわあ
志布志航路利用促進事業・商工振興対策事業・地域総
合整備資金貸付事業

土木費
○決算額　 １５億９，８０６万１千円
　道路、橋、河川及び公園等の整備のために要した経
費です。前年度と比較して３，７７４万８千円の減と
なっています。
■主な事業
市道維持事業・市道新設改良事業・県単急傾斜地崩壊
対策事業・港湾改修事業

消防費
○決算額　５億３，０１０万６千円
　火災及び風水害等の災害から市民の生命と財産を守
るための事業に要した経費です。前年度と比較して
２，６９４万３千円の増となっています。
■主な事業
消防防災施設整備事業・消防車輌整備事業・大隅曽於地
区消防組合負担金

教育費
○決算額　２１億６，５４３万７千円
　学校教育の充実や生涯学習、芸術、文化及びスポー
ツ等の振興のために要した経費です。前年度と比較し
て４億５，５４７万２千円の増となっています。
■主な事業
学校給食センター建設事業・自主文化事業・志布志城跡
史跡公園保存整備事業・生涯学習推進委員会補助事業

公債費
○決算額　 ２６億７，１４６万１千円
　市債の元利返済に要した経費です。
　市債の平成２０年度末の現在高は２３２億６，５５３万
７千円となりました。

議会費
○決算額　 ２億３，７３９万１千円
　議会の運営に要した経費です。前年度と比較して
７７５万４千円の減となっています。

総務費
○決算額　 ２１億５６２万９千円
　庁舎・財産管理、選挙、戸籍及び職員管理等市政全
般の管理的な事務事業に要した経費です。前年度と比
較して９，５０４万９千円の減となっています。
■主な事業
移動通信用鉄塔施設整備事業・自治会助成事業・ふる
さとづくり委員会活動事業 ・ 共生・協働・自立促進事業

民生費
○決算額　 ５３億３，１２３万６千円
　子育て支援やお年寄り・障害者など福祉関係全
般の事業に要した経費です。前年度と比較して
２億８，６５７万２千円の増となっています。
■主な事業
自立支援給付費支給事業・児童手当支給事業・養護老
人ホーム入所事業・生活保護扶助費

衛生費
○決算額　 １２億４，３５５万７千円
　保健衛生や環境等健康で衛生的な生活環境を送る
ための事業に要した経費です。前年度と比較して
１億５，３２６万４千円の増となっています。
■主な事業
衛生自治会育成事業・浄化槽設置整備事業・健康増進事
業・母子保健事業・公共用水域保全事業

農林水産業費
○決算額　  ３７億６，４９７万３千円
　農林水産物の生産振興のための事業に要した経費で
す。前年度と比較して１５億６，４１９万円の増となっ
ています。
■主な事業
農業農村家業再生支援事業・かごしま茶産地拡大チャ
レンジ事業・国営かんがい排水事業償還金（曽於東部
地区）・漁村づくり総合整備事業・畜産基盤再編総合
整備事業・農業経営規模拡大促進事業

志布志市の台所事情を公開します特集
平成 20 年度はどのようにお金を使ったのでしょうか。ここでは目
的別に前年度と比較しながら紹介します。
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志 布 志 市 健 全 化 判 断 比 率 等 を 公 表 し ま す
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第 22 条第１項の規定に基づき、
志布志市の健全化判断比率及び資金不足比率を公表します。
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下、「財政健全化法」という。）が平成 19 年６月に公布され、
この法律により、地方公共団体は毎年度決算に基づき健全化判断比率（「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実
質公債費比率」「将来負担比率」）の４指標と公営企業ごとの「資金不足比率」を算定し、監査委員の審査を受けた
うえで議会に報告し、公表することとなりました。このことから今回、志布志市の健全化判断比率及び資金不足比
率の算定結果について公表します。

『
財
政
健
全
化
法
』
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

財
政
健
全
化
法
と
は
、
北
海
道
夕
張
市

の
よ
う
な
地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
た
ん

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
国
が
「
早
期
健

全
化
段
階
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」、「
財

政
再
生
段
階
（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）」
の
２

段
階
で
地
方
公
共
団
体
の
財
政
悪
化
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
状
況

の
改
善
を
早
期
に
促
す
た
め
の
法
律
で

す
。

『
財
政
破
た
ん
』
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

赤
字
額
が
標
準
的
な
財
政
規
模
の
一
定

割
合
を
超
え
た
状
態
を
言
い
ま
す
。

　

破
た
ん
す
る
と
、
国
の
関
与
の
も
と
再

建
す
る
こ
と
と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
市
税
や
公
共
料
金
な
ど
の
引
き
上

げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

ど
う
や
っ
て
健
全
度
を
判
断
す
る

の
？

　

財
政
健
全
化
法
に
よ
り
、
普
通
会
計
と

公
営
事
業
会
計
や
第
三
セ
ク
タ
ー
等
を
含

め
た
市
の
財
政
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
の
あ
る
す
べ
て
の
会
計
を
対
象
に

「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連
結
実
質
赤
字
比

率
」、「
実
質
公
債
費
比
率
」
及
び
「
将
来

負
担
比
率
」
の
４
指
標
と
公
営
企
業
会
計

ご
と
の
「
資
金
不
足
比
率
」
を
用
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
基
準
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

基
準
を
超
え
る
と
ど
う
な
る
の
？

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

　

自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
財
政
健

全
化
計
画
を
策
定
し
、
外
部
監
査
の
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

財
政
再
生
基
準
を
超
え
た
場
合

　

財
政
再
生
団
体
と
な
り
、
国
の
管
理
の

も
と
財
政
の
再
生
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
の
同
意
が
な
い
と
借
金
が
で
き
な

く
な
る
等
色
々
な
制
約
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
と
同
様
に
財
政
再
生
計
画

を
策
定
し
、
外
部
監
査
の
実
施
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

　

公
営
企
業
ご
と
に
経
営
健
全
化
計
画
を

策
定
し
、
自
主
的
か
つ
計
画
的
に
経
営
の

健
全
化
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　　

各
計
画
策
定
後
は
、
議
会
の
議
決
を
経

て
公
表
し
、
県
知
事
へ
報
告
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
作
っ
た
あ
と
は

ど
う
す
る
の
？

　

計
画
の
実
施
状
況
は
毎
年
公
表
さ
れ
ま

す
。
取
り
組
み
が
不
十
分
な
場
合
は
、
国

ま
た
は
県
が
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
必

要
な
勧
告
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
地

方
公
共
団
体
に
対
し
予
算
や
計
画
の
変
更

な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
し
、
よ

り
強
く
財
政
運
営
に
関
与
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

健全段階

指標の整備と情報開示の徹底

早期健全化段階

自主的な改善努力による財政

健全化

財政再生段階

国等の関与による確実な再生

・指標の整備

→監査委員の審査を受け議会

に報告し、公表

・財政健全化計画の策定（議会

　の議決）

・実施状況を議会に報告し、公表

・外部監査の実施

・財政再生計画の策定

（議会の議決）

・実施状況を議会に報告し、公表

・地方債（借金）の制限

・外部監査の実施

・財政運営が計画に適合しない

　と認められる場合等において

　は、予算の変更等を勧告
健全経営　　　　　　　　　　　　　　　　　　経営悪化

健全財政　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財政悪化

公営企業の経営の健全化

　健全化判断比率及び資金不足比率の対象となった会計は下表のと
おりです。志布志市の平成 20 年度決算に基づく健全化判断比率及び
資金不足比率は、早期健全化基準及び経営健全化基準をすべて下回っ
ています。また、下表参考資料のとおり実質公債費比率については、
県内 18 市、県内市町村及び全国市町村の平均値を下回っており、将
来負担比率については、県内市町村の平均値は下回っていますが、
県内 18 市及び全国市町村の平均値は若干上回っているところです。
　早期健全化基準及び経営健全化基準を下回っているからといって
志布志市の財政状況が厳しいことに変わりはなく、これからも行財
政改革を推進し、健全な財政運営を図っていく必要があります。

一般会計等

志布志市においては
一般会計のみ

公営事業会計
①国民健康保険特別会計
②介護保険特別会計
③後期高齢者医療特別会計
④老人保健特別会計

公営企業会計
①水道事業会計
②下水道管理特別会計
③公共下水道事業特別会計
④国民宿舎特別会計

一部事務組合・広域連合
①大隅曽於地区消防組合
②曽於南部厚生事務組合
③曽於北部衛生処理組合
④鹿児島県市町村総合事務組合
⑤鹿児島県後期高齢者医療	
　広域連合
⑥曽於地区介護保険組合
⑦	曽於地域公設地方卸売市
場管理組合

地方公社・第三セクター等
①志布志市土地開発公社
②曽於東部土地改良区
③曽於南部土地改良区
平成 20 年度　志布志市 - - 10.4 111.1 -

早期健全化基準（イエローカード）
※資金不足比率については、経営

健全化基準
13.19 18.19 25.0 350.0 20.0

財政再生基準（レッドカード） 20.00 40.00 35.0
平成 19 年度　志布志市 - - 10.1 73.7 -

※参考資料（総務省公表暫定値）
県内 18 市の平均値 - - 14.8 109.8 -
県内市町村の平均値 - - 15.7 111.4 -
全国市町村の平均値 - - 11.8 100.9 -

（注）：	第三セクター等については、出資比率に関わらず志布志市が
第三セクター等の債務に損失補償を付している団体を掲載し
ています。

実質赤字比率・連結実質赤字比率
※志布志市はありません
　１年の間に入ってきた金額（歳入）より使っ
た金額（歳出）が多い場合、その余計に使った
額が赤字となる。
　一般会計のみの赤字の有無を指標化し、財政
運営の悪化の度合いを示すものです。これらの
比率が高いほど、財政運営が深刻な状況となり
ます。
　志布志市は一般会計において実質収支は黒字
であり、実質赤字は生じておらず、実質赤字比
率はありません。

連結実質赤字比率
※志布志市はありません
　市のすべての会計を連結して市全体としての
赤字の有無を指標化し、市全体における収支が
健全かどうか把握しようとするものです。
　志布志市は、全ての会計において実質収支は
黒字であり、実質赤字は生じておらず、連結実
質赤字比率はありません。

実質公債費比率　10.4％
　その年度の歳出に占める公債費（借金）や公
債費に準ずるものの割合を指標化し、資金繰り
の程度を示すものです。
　この数値が前年度より高くなると、その分、
他の歳出を削らなければ支払えないということ
になります。
　よって、財政の弾力性が低下し、他の経費節
減をしないと収支が悪化し、赤字団体になる可
能性が高まります。

将来負担比率　111.1％
　一般会計における公債費（借金）や損失補償
を行っている第三セクター等に係るものを含め、
市が将来的に支払っていく可能性のある実質的
な負債額の割合を示す指標です。
　この比率が高い場合、市の財政規模に比べて
将来負担が大きいということになり、将来財政
運営を圧迫する可能性があります。

資金不足比率
※志布志市はありません
　公営企業の資金不足（赤字）を料金収入と比
較して指標化し、経営状況の悪化の度合いを示
すものです。
　公営企業ごとに算定し、経営状況を判断しま
す。
　公営企業会計に資金不足（赤字）があり経営
状況が悪化すれば、市としてその赤字に対処し
なければならず、市の負担も増大することにな
り、財政運営に大きな影響を与えることとなり
ます。
　この比率が高くなるほど、料金収入等により
赤字を解消することが難しくなるので、経営状
況に問題があることとなります。

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将

来

負

担

比

率

資
金
不
足
比
率
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港
湾
通
り
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

10
月
24
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ

ア
内
に
特
産
品
の
販
売
所
「
港
湾
通
り
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
観
光
客
や
帰
省
客
、
市
民
の

方
に
魅
力
あ
る
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
特
産
品
の
開
発
や
、
特
産

資
源
の
掘
り
起
こ
し
を
目
的
に
、
市
が
志

布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
に
委
託
し
て
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
志
布
志
ち
り
め
ん
太

鼓
の
演
奏
の
あ
と
関
係
者
の
手
に
よ
り
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

店
舗
内
に
は
、
市
内
20
社
か
ら
出
品
さ

れ
た
水
産
加
工
品
や
お
茶
、
お
菓
子
な
ど

が
並
べ
ら
れ
、
買
い
物
客
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

関係者の手によりテープカットが行われました

松
山
中
学
校
卒
業
生
が
絵
画
を
寄
贈

　

10
月
30
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
松
山
中
学
校
の
文
化
祭

の
中
で
、
昭
和
40
年
に
同
中
を
卒
業
し
た

大
島
み
な
子
さ
ん
が
、
中
学
校
に
Ｓ
60
号

の
絵
画
「
時
の
風
景
」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

大
島
さ
ん
は
、
中
学
生
の
時
、
油
絵
に

興
味
を
持
ち
、
高
校
で
は
美
術
部
に
入
り
、

本
格
的
に
絵
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
子
育
て
に
追
わ
れ
絵
を
描
く
こ
と
は

し
ば
ら
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
43
歳

か
ら
再
び
描
き
始
め
、
平
成
10
年
に
二
科

展
で
特
選
に
輝
く
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
還
暦
を
迎
え
た
同
窓
生
と
と
も
に

舞
台
に
上
が
っ
た
大
島
さ
ん
は
生
徒
に
中

学
時
代
の
思
い
出
や
風
を
感
じ
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

後輩に熱いメッセージを送る大島さん

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
園
児
が
参
加

　

10
月
1
日
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
街

頭
募
金
に
市
内
３
つ
の
幼
稚
園
と
保
育
園

の
子
ど
も
達
80
人
が
市
内
の
ス
ー
パ
ー
の

店
頭
に
並
び
寄
付
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
毎
年
10
月

1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
本
年
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
の
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す

る
し
く
み
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
手
に
Ｐ
Ｒ
活

動
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
、
５
つ
の
店

舗
前
で
行
わ
れ
た
活
動
で
14
万
９
９
９
０

円
の
寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
一
人
世
帯
の
増
加
や
さ
ま
ざ

ま
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
で
、
新
た

な
社
会
福
祉
ニ
ー
ズ
が
、
ま
す
ま
す
増
大

か
つ
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温

か
い
善
意
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

元気な呼びかけに多くの寄付が寄せられました

第
６
回
志
布
志
市
国
際
青
少
年
音
楽
祭

　

10
月
９
日
、「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
・
リ
コ

ー
ダ
ー
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」
と
鹿
児
島
市
出

身
の
リ
コ
ー
ダ
ー
奏
者
の
吉
嶺
史
晴
氏
が

志
布
志
市
を
訪
れ
、
第
６
回
志
布
志
市
国

際
青
少
年
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ベ
ル
ギ
ー
フ
ラ
ン
ド
ル
交
流

セ
ン
タ
ー
の
ご
好
意
に
よ
り
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
森
山
小
学

校
と
伊
﨑
田
小
学
校
で
学
校
交
流
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

森
山
小
で
行
わ
れ
た
学
校
交
流
会
で

は
、
児
童
が
奏
者
か
ら
直
接
指
導
を
受
け

る
な
ど
貴
重
な
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が

や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
約

５
０
０
人
の
方
が
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

森山小学校で行われた学校交流会の様子

新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
抜
穂
の
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

平
成
21
年
度
新
嘗
祭
「
献
穀
」
に
向
け
、

志
布
志
町
内
之
倉
の
徳
重
義
朗
さ
ん
が
献

穀
者
に
選
定
さ
れ
、
関
係
者
や
地
域
の
方

と
共
に
粟
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
10
月
10

日
、
約
50
人
の
関
係
者
が
集
ま
り
抜
穂
の

儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
の
な
か
で
、
徳
重
さ
ん
夫
妻
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
5
人
が
粟
を
鎌
で
刈

り
取
る
抜
穂
の
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

徳
重
さ
ん
は
「
家
族
や
地
域
、
関
係
者

の
協
力
で
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
徳
重
さ
ん
は
妻
の
郁
代
さ
ん
と

と
も
に
10
月
29
日
に
皇
居
で
天
皇
に
献
穀

を
行
い
ま
し
た
。

約半年間新嘗祭に向けて取り組まれた関係者の皆さん

県
畜
産
共
進
会
に
出
品
！

　

９
月
17
日
、
曽
於
中
央
家
畜
市
場
で
曽

於
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、

本
市
か
ら
若
雌
25
頭
、
父
系
群
３
組
９
頭

が
出
品
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
上
位
入
賞
者
と
し
て
、
志
布
志

地
区
の
小
原
三
男
さ
ん
が
若
雌
１
部
最
優

秀
賞
１
席
、
松
山
地
区
の
藤
田
洋
二
さ
ん

が
若
雌
２
部
最
優
秀
賞
２
席
、
有
明
地
区

の
枦
山
信
彦
さ
ん
、
春
田
亨
さ
ん
、
園
山

英
一
さ
ん
が
父
系
群
最
優
秀
賞
２
席
と
な

り
ま
し
た
。　
　

　

そ
の
中
か
ら
、
松
山
地
区
の
藤
田
洋
二

さ
ん
出
品
の
若
雌
「
み
ゆ
き
５
」
号
が
、

10
月
３
日
に
姶
良
中
央
家
畜
市
場
で
開
催

さ
れ
た
県
畜
産
共
進
会
に
出
品
し
、
最
優

秀
賞
４
席
に
入
賞
し
ま
し
た
。

市内の牛が出品され高い評価を受けました

城
み
ち
る
さ
ん
が
慰
問
コ
ン
サ
ー
ト

　

10
月
15
日
、「
イ
ル
カ
に
乗
っ
た
少
年
」

で
お
馴
染
み
の
城
み
ち
る
さ
ん
が
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
っ
ち
く
に
て
慰
問
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
さ
ん
は
現
在
故
郷
の
広
島
県
に
住
ま

れ
、
亡
き
父
へ
の
想
い
を
胸
に
約
４
年
前

か
ら
全
国
各
地
の
様
々
な
施
設
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
老
人
ホ
ー
ム
で
５
４
０
箇
所
目
の
訪

問
と
な
り
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
で
代
表
曲

「
イ
ル
カ
に
乗
っ
た
少
年
」
も
含
め
計
７

曲
の
歌
の
披
露
を
し
ま
し
た
。

　

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
約
１
時
間
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、

利
用
者
の
中
に
は
涙
を
流
し
て
喜
ぶ
姿
も

あ
り
ま
し
た
。
心
温
ま
る
公
演
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

城みちるさんの特別講演に利用者は大変喜びました

４月２４日はしぶしの日４月２４日はしぶしの日
し ぶ   し
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「
定
住
自
立
圏
」
形
成
協
定
を
締
結

　

10
月
6
日
、
都
城
市
役
所
で
都
城
市
と

志
布
志
市
、
曽
於
市
、
三
股
町
の
３
市
１

町
は
、
複
数
の
自
治
体
が
連
携
し
て
地
域

活
性
化
を
図
る
「
定
住
自
立
圏
」
形
成
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

を
結
び
ま
し
た
。

結
び
ま
し
た
。

び
ま
し
た
。。

　

同
協
定
締
結
に
よ
り
広
域
救
急
医
療
体

制
、
地
域
高
規
格
道
路
「
都
城
志
布
志
道
路
」

の
整
備
促
進
、
人
的
交
流
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
今
年
度
内
に
事
業
計
画
や
事

業
費
を
盛
り
込
ん
だ
「
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

策
定
を
目
指
し
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

県
�
を
�
え
た
同
協
定
の
締
結
は
全
国

県
�
を
�
え
た
同
協
定
の
締
結
は
全
国

で
も
�
め
て
と
な
り
、
�
史
や
文
化
、
経

�
め
て
と
な
り
、
�
史
や
文
化
、
経

と
な
り
、
�
史
や
文
化
、
経

�
史
や
文
化
、
経

済
圏
な
ど
で
つ
な
が
り
の
深
い
４
市
町
は

「
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し
てて

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協定を締結しがっしりと握手する各市町の首長等
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保
育
園
児
と
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫

　

10
月
21
日
、
安
楽
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委

員
会
の
さ
つ
ま
い
も
畑
で
、
生
き
が
い
大

学
安
楽
学
級
や
近
所
の
方
等
と
安
楽
保
育

園
の
園
児
が
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
の

た
め
に
５
年
前
か
ら
さ
つ
ま
い
も
の
栽
培

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
の
栽
培
面
積
は
約

15
㌃
で
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
い
も
は
、
秋
の
芸
術
祭
で

販
売
す
る
ほ
か
焼
き
芋
用
や
加
工
用
甘
藷

と
し
て
Ｊ
Ａ
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

同
委
員
会
の
委
員
長
で
、
生
き
が
い
大

学
の
大
地
惇
文
さ
ん
は
「
心
配
さ
れ
た
台

風
の
被
害
も
な
く
豊
作
と
な
り
、
子
ど
も

た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

さつまいもの収穫で子どもたちとの交流も行われました

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
！

　

10
月
10
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
新
潟
県

で
開
か
れ
た
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ト
キ
め
き
新
潟
大
会
）
に
、
鹿
児
島
県

代
表
と
し
て
志
布
志
町
出
身
の
横
峯
久
さ

ん
が
出
場
し
ま
し
た
。
立
幅
跳
で
１
㍍
57

㌢
の
記
録
で
優
勝
、
砲
丸
投
げ
で
も
６
㍍

１
㌢
で
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
当

日
は
小
雨
模
様
で
、
少
し
の
気
の
緩
み
で

足
を
滑
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
中
で

の
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

　

園
芸
に
使
わ
れ
て
い
た
畑
地
で
、
全
国

大
会
に
向
け
練
習
を
積
み
重
ね
、
大
会
に

臨
み
見
事
な
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
走
り
幅
跳
び
や
ジ
ャ
ベ
リ
ッ

ク
ス
ロ
ー
な
ど
、
他
の
競
技
に
も
挑
戦
し

て
み
た
い
と
満
面
の
笑
み
で
話
す
横
峯
さ

ん
、ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

たくましい力こぶをみせる横峯さん

す
ず
れ
ヶ
浜
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

10
月
18
日
、
す
ず
れ
ヶ
浜
の
海
岸
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
に
上
陸
し
、

ま
た
、
浜
で
取
れ
る
砂
鉄
は
、
昔
島
津
藩

で
使
用
さ
れ
た
と
い
う
す
ず
れ
ヶ
浜
を
将

来
に
引
き
継
ご
う
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
方

良
の
呼
び
か
け
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
員
を
は

じ
め
、
志
布
志
港
湾
事
務
所
関
係
者
、
親

子
連
れ
な
ど
約
70
人
の
参
加
が
あ
り
、
浜

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空

き
缶
等
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
海
岸
清
掃
後
に
は
、
大
黒
グ
ル
ー

プ
の
協
力
に
よ
り
ウ
ミ
ガ
メ
の
子
ガ
メ
放

流
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
参

加
者
は
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

親
水
公
園
の
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
駆
除

　

10
月
22
日
、
23
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
ア
シ
ス

水
環
境
研
究
会
（
本
村
輝
正
会
長
）
が
、

蓬
の
郷
の
親
水
公
園
の
下
池
に
繁
殖
し
て

い
た
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
を
蓬
の
郷
の
職
員
と

共
に
駆
除
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
、
平
成
の
名
水
百
選
に
大
隅
半
島

で
唯
一
選
ば
れ
た
こ
の
池
に
、
水
面
も
見

え
な
い
ほ
ど
に
繁
殖
し
て
い
る
現
状
を
見

た
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
環
境
改
善
の
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
、
会
員
が
池
に
入
り
ホ
テ

イ
ア
オ
イ
を
集
め
、
重
機
を
使
い
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

　

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
本
村
会
長
は
「
外
来
種
の

異
常
繁
殖
は
生
態
系
や
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。今
後
の
活
動
で
、

正
常
な
環
境
に
近
づ
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

大型トラック約 50 台分のホテイアオイを駆除しました

第 4 回志布志市小学校陸上記録会開催
　10 月 15 日、市陸上競技場で第 4回志布志市小学校陸
上記録会が開催され、市内 17 の小学校から集まった児
童は日頃の練習の成果を発揮していました。
（左記に１位の記録を紹介します。■は新記録・タイ記録です。）

　　種　目　名 氏　　名 学校名 記録
5 年男子 100m 走 假 屋 優 大 泰野 15″5
5 年女子 100m 走 橋 口 ち ひ ろ 志布志 16″0
5 年男子走り幅跳び 来 條 英 夫 香月 3m80cm
5 年女子走り幅跳び 瀬 戸 口 志 織 志布志 3m22cm
5 年男子走り高跳び 池 川　 武 香月 1m19cm
5 年女子走り高跳び 馬 原 美 紅 有明 1m18cm
5 年男子 400m リレー 志布志小学校 1′03″3
5 年女子 400m リレー 志布志小学校 1′05″5
5 年男子 800m 走 池 川　 武 香月 2′40″
5 年女子 800m 走 重 山 七 海 有明 2′50″
5 年男子ソフトボール投げ 曽 原 崚 太 香月 53m56cm
5 年女子ソフトボール投げ 川 畑 彩 乃 志布志 43m18cm
6 年男子 100m 走 宮 地 亮 輔 志布志 14″6
6 年女子 100m 走 川 畑 美 里 志布志 15″2
6 年男子走り幅跳び 有 留 光 希 香月 4m22cm
6 年女子走り幅跳び 坂 元 智 香 通山 3m51cm
6 年男子走り高跳び 濱 田 亮 斗 野神 1m31cm
6 年女子走り高跳び 川 ノ 上 華 歌 伊﨑田 1m28cm
6 年男子 400m リレー 志布志小学校 57″4
6 年女子 400m リレー 志布志小学校 1′01″0
6 年男子 800m 走 植 村 勇 太 志布志 2′44″
6 年女子 800m 走 中 村 優 花 尾野見 2′58″
6 年男子ソフトボール投げ 高 吉 裕 之 泰野 55m86cm
6 年女子ソフトボール投げ 松 﨑 佳 乃 志布志 54m49cm
6 年男子 60m ハードル走 別 府　 岬 山重 10″8
6 年女子 60m ハードル走 木 幡 千 星 里 志布志 10″8
5・６年男女混合400mリレー 泰野小学校 1′01″7 800m 走で力走する選手たち（5 年男子）

力強いスタートの 6 年生男子 100m 走

袋を手にごみを拾う参加者

空
手
道
選
手
権
大
会
で
活
躍

　

9
月
13
日
、
鹿
児
島
県
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
『
極
真
空
手
第
11
回
県
ジ
ュ
ニ
ア

＆
シ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
』
に
極
真

会
館
鹿
児
島
県
支
部
有
明
・
志
布
志
分
支

部
（
稲
付
辰
昭
分
支
部
長
）
か
ら
多
く
の

選
手
が
出
場
し
各
部
門
で
優
秀
な
成
績
を

修
め
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
初
級
型
の
部

　

優
勝　

藤
後
樹
哉
（
安
楽
小
6
年
）

■
小
学
女
子
組
手
の
部

　

優
勝　

楠
田
楓
華
（
池
の
原
小
2
年
）

　

2
位　

野
村
聖
璃
架
（
通
山
小
５
年
）

■
男
子
の
部
組
手

　

優
勝　

楠
田
真
央
（
年
長
の
部
）

　

今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
を
使
っ
た
緑
門
登
場
！

　

10
月
３
日
、
有
明
小
学
校
に
横
６
㍍
、

高
さ
５
㍍
の
大
き
な
緑
門
が
登
場
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
運
動
会
に
向
け
て
杉
の
葉

と
孟
宗
竹
を
使
用
し
て
、
保
護
者
や
児
童

が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
親
父
の
会
の
提
案
で
市
の
花

で
あ
る
ひ
ま
わ
り
（
人
権
の
花
）
を
大
小

児
童
数
92
本
集
め
、
一
人
ひ
と
り
は
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
て
も
ひ
ま
わ
り
の
花
の
よ
う
に

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
こ
め
て
、
緑
門
に
挿
し
ま
し
た
。

　

親
父
の
会
会
長
小
宇
都
稔
さ
ん
は
「
子

ど
も
も
地
域
の
方
々
も
ひ
ま
わ
り
が
咲
く

緑
門
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。
子
ど
も
た

ち
が
仲
良
く
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
個
性
を
発

揮
し
な
が
ら
す
く
す
く
育
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

緑門のなかに市の花でもあるひまわりが咲き誇りました

多数の入賞を喜ぶ道場の皆さん

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、土曜日（午前6時）と日曜日（午後9時）
に右のＦＭ局で好評放送中です。
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志布志市長賞　　
標語の部 千 崎 愛 美 田之浦中 ３年
書道の部 竹 崎　 駿 安楽小 ６年年
硬筆の部 毛 野 雄 貴 志布志小 ２年年
志布志市議会議長賞
標語の部 佐々木瑶香 松山中 ２年年
書道の部 今 村　 聖 香月小小 ６年年
硬筆の部 黒 石 圭 悟 安楽小小 ２年年
大隅税務署長賞
標語の部 毛 利 真 帆 松山中 ２年
書道の部 内 田 航 太 通山小 ３年年
硬筆の部 大 野 結 菜 志布志小小 １年年
大隅地域振興局長賞
標語の部 長 岡 春 奈 出水中 ３年
書道の部 宮 内 梓 紗 香月小 ４年年
硬筆の部 山下日奈湖 泰野小小 ２年年

志布志市副市長賞
標語の部 津 曲 晃 也 松山中 １年年
書道の部 江 川 琴 香 志布志小 ６年年
硬筆の部 黒 石 志 乃 蓬原小 １年年
志布志市教育長賞
標語の部 出 水 玲 実 松山中 １年年
書道の部 新村万里奈 泰野小 ６年年
硬筆の部 井 手 千 優 安楽小小 ２年年
志布志市税務課長賞

標語の部 濵園美鹿子 志布志中 ３年年
木藤隆之介 松山中 ３年

書道の部 畠 田 拓 弥 志布志小 ５年年
竹 井　 蓮 安楽小 ６年

硬筆の部 中 村　 怜 安楽小小 ２年年
山 本 眞 子 蓬原小 ２年

　平成 21 年度「税を考える週間（11 月 11 日～ 17 日）」に伴う硬筆・書道・標語作
品の入賞者が決定しました。
　今年は硬筆の部に562点、書道の部に867点、標語の部に292点の応募がありました。
　下記のとおり、入賞者を紹介します。

志布志市長賞の作品

入選作品
部
門 氏　名 学		校		名 学年

標
語
の
部

別 府 優 介 有明中 ２年
吉 岡 佑 貴 有明中 ３年
小宇都愛美 有明中 ３年
桐木香奈江 松山中 １年
新 村 奈 那 松山中 ３年

書
道
の
部

中 嶋 彩 織 香月小 ３年
安 田 里 穂 香月小 ３年
児 玉 愛 華 安楽小 ４年
図 師 瑶 子 泰野小 ４年
黒 石 愛 華 通山小 ５年
青 山 未 来 伊﨑田小 ５年

硬
筆
の
部

仲 武 悠 里 安楽小 １年
津 曲 莉 緒 尾野見小 ２年
井 上 咲 花 通山小 ２年
野 辺 果 鈴 安楽小 ２年
松 元 裕 世 泰野小 ２年

税
金
が

　

身
近
な
場
所
で

　
　

生
き
て
い
る

田
之
浦
中
学
校 

３
年 

千
崎
愛
美

※今回の入賞作品は下記の日程で展示を行い
　ます。
●市役所本庁　　　　　11月11日（水）～16日（月）
●市役所松山支所　　　11月17日（火）～20日（金）
●市役所志布志支所　　11月24日（火）～27日（金）
●サンポートしぶしアピア
　　　　　　　　　11月28日（土）～12月6日（日）

『税を
考える週間』

信
号
機
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た

　

10
月
９
日
、
九
電
工
志
布
志
営
業
所
が

地
域
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年

実
施
し
て
い
る
「
さ
わ
や
か
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
旬
間
」の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
中
心
と
し
た
小
中
学

校
近
く
の
信
号
機
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
23
人
が
４
班
に
分
か
れ
て

歩
行
者
用
信
号
機
の
ほ
か
高
所
作
業
車
で

車
両
用
信
号
機
の
レ
ン
ズ
部
分
の
清
掃
も

行
い
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
信
号
機
に
田
中
義
信

営
業
所
長
は
「
通
勤
通
学
や
仕
事
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
信
号
機
が
見
や
す
く
な

り
、
交
通
安
全
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

高所作業車を使って作業を行いました

安
心
・
安
全
フ
ェ
ス
タ
開
催

　

10
月
2
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
県
防
犯
協
会
・
志
布
志
地
区
防
犯

協
会
の
主
催
に
よ
り
「
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
地
域
交
流
会
in
志
布
志
」が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
今
、
ケ
ー
タ
イ
問
題
に
親
と
し
て
ど

う
取
り
組
む
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
県
教
育

庁
義
務
教
育
課
指
導
主
事
の
辻
慎
一
郎
先

生
を
講
師
に
招
き
、
子
ど
も
た
ち
が
携
帯

電
話
を
使
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

た
事
例
や
対
処
方
法
等
に
つ
い
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
で
は
、
市
内
の
高
校
生
3
人

が
「
夜
9
時
以
降
は
携
帯
電
話
を
使
用
し

な
い
（
志
布
志
高
校
）」
等
、
独
自
の
取

り
組
み
を
発
表
す
る
な
ど
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高校生による意見発表も行われました
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カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

　

10
月
25
日
、
市
青
年
団
連
絡
協
議
会
主

催
に
よ
る
第
３
回
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
～
ラ
ブ
フ
ェ
ス
～
が
、
有
明
農
業
�

史
資
料
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
外
の
男
女
12
人
ず
つ
の

24
人
が
参
加
し
、
榎
添
登
美
子
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
そ
ば
打
ち
体
験
を
メ
イ
ン
に

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
カ
ッ
プ
ル
も
３

組
誕
生
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
そ
ば
づ
く

り
で
自
然
と
交
流
が
で
き
た
。
楽
し
か
っ

た
」「
ま
た
参
加
し
た
い
」
等
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
堀
口
会
長
は
「
準
備
か
ら
当

日
の
運
営
ま
で
大
変
で
し
た
が
、
参
加
者

に
喜
ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
で
す
。
今

後
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
志
布
志
市
を
盛

り
上
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

そばの試食会の様子

十
五
夜
祭
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
賑
わ
う

　

10
月
３
日
、
松
山
の
豊
留
公
民
館
で
西

豊
留
集
落
、
中
豊
留
集
落
、
下
豊
留
集
落
、

上
豊
留
集
落
の
恒
例
の
合
同
十
五
夜
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
２
０
０
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、

綱
引
き
や
奉
納
相
撲
の
ほ
か
松
山
小
学
校

の
志
賀
先
生
に
よ
る
沖
縄
舞
踊
エ
イ
サ
ー

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
、
特

別
ゲ
ス
ト
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
お
馴
染

み
の
桂
竹
丸
師
匠
や
野
口
た
く
お
さ
ん
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
を
し
た
加
世
田
優
二
さ
ん

は
「
集
落
の
活
性
化
を
図
る
た
め
例
年
と

違
う
企
画
を
考
え
、
芸
能
人
を
呼
ん
だ
と

こ
ろ
例
年
以
上
の
人
数
が
集
ま
り
、
大
成

功
で
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

テレビやラジオでお馴染みの 2 人が会場を盛り上げました

　

10
月
18
日
伊
﨑
田
小
学
校
相
撲
場
で
第

１
０
１
回
伊
﨑
田
相
撲
大
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
小
中
学
生
の
対

戦
や
保
育
園
児
の
ち
び
っ
こ
相
撲
、
伊
﨑

田
校
区
の
４
区
で
争
わ
れ
る
区
対
抗
戦
、

赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
、
化
粧
ま
わ
し
コ
ン

テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
余

興
と
し
て
、
地
元
婦
人
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク

な
相
撲
踊
り
も
披
露
さ
れ
、
大
会
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
相
撲
大
会
に
出
場
す
る
菅

間
勇
介
さ
ん
が
一
般
の
部
で
、
中
学
生
�

の
横
綱
に
な
り
ま
し
た
。

　

伊
﨑
田
相
撲
は
、
日
露
戦
争
後
に
勤
倹

を
説
い
た
戊
申
詔
書
が
発
布
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
こ
の
発
布
を
記
念
し
各
地

で
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
当
時
の
伊
﨑
田
村
で
は
相
撲
を
取
り

入
れ
、
今
日
ま
で
伝
統
行
事
と
し
て
引
き

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

相
撲
大
会
の
当
日
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
区
ご
と
に
中
学
生
と
大
人
の
力
士
た
ち

が
稽
古
の
た
め
に
「
自
治
会
回
り
」
を
始

め
ま
す
。
稽
古
の
あ
る
自
治
会
で
は
、
多

く
の
人
が
稽
古
の
観
戦
に
集
ま
り
、
交
流

を
深
め
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
力
士
を
盛

り
上
げ
て
当
日
を
迎
え
ま
す
。

 　

尚
、当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
区
対
抗
戦
の
部
優
勝　

１
区

■
横
綱　

中
学
生　

菅
間
勇
介

　
　
　
　

一
般　
　

菅
間
勇
介

■
第
１
０
１
回
三
役

　

大
関　

菅
間
健
仁　

関
脇　

吉
元
優
成

　

小
結　

菅
間
隆
介

■
化
粧
ま
わ
し
コ
ン
テ
ス
ト
の
部

　

個
人
の
部
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　

吉
元
茉
美
・
中
之
内
瑞
幸

余興で相撲踊りを披露する皆さん

横綱決定戦で兄弟対決

第
１
０
１
回
伊
﨑
田
相
撲
が
開
催
さ
れ
ま
し
た



おじゃったもんせクリーン作戦への参加をお願いいたします。
○ 11 月 7（土）、8日（日）に「第 21 回秋の陣まつり」が開催されます。そこで、「歓迎」の気持ちと「自分たちの地域
は自分たちできれいにするんだ」という気持ちを込めて、「おじゃったもんせクリーン大作戦」を実施いたしますので、

　

シ
ェ
フ
ケ
・
ダ
ン
カ
ー
ス
さ
ん
（
松
山
町

新
橋
）
は
、オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・

イ
ス
ラ
エ
ル
で
食
肉
、
食
肉
加
工
に
つ
い
て

学
び
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ
ツ
で
マ
イ
ス
タ
ー

の
称
号
を
取
得
し
て
お
り
、
各
国
の
食
肉

事
情
に
通
じ
る
と
と
も
に
、
国
際
食
肉
コ

ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
多
数
の
メ
ダ
ル
を
取

得
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
に
お
け

る
ウ
イ
ン
ナ
ー
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
た
功
績
に
よ
り「
特
別
騎
士
」

の
称
号
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
来
た
き
っ
か
け
は
、
調
味
料
会

社
の
人
か
ら
日
本
に
講
師
に
招
か
れ
た
際

に
「
妻
の
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
さ
ん
に
３
年
間

だ
け
と
言
わ
れ
て
連
れ
て
こ
ら
れ
、
25
年

経
ち
ま
し
た
」
と
笑
い
ま
す
。

　

現
在
は
市
内
に
あ
る
ナ
ン
チ
ク
ハ
ム
志

布
志
工
場
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
原
料
と
な
る

食
肉
の
基
本
か
ら
指
導
し
て
い
ま
す
。「
ナ

ン
チ
ク
の
豚
肉
は
、
日
本
の
肉
の
中
で
も

特
に
良
質
で
、素
材
を
生
か
し
た
ソ
ー
セ
ー

ジ
が
作
れ
ま
す
」
と
話
し
、
マ
イ
ス
タ
ー

直
伝
工
房
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
販
売
、
更
に

は
既
存
の
商
品
の
品
質
向
上
に
も
そ
の
効

果
が
波
及
し
、
昨
年
、
今
年
と
ド
イ
ツ
に

て
開
催
さ
れ
た
ハ
ム
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
世
界

的
な
権
威
の
あ
る
Ｓ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
Ａ
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
品
し
、
複
数
の
商
品
で
最
高
評
価

の
金
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、ダ
ン
カ
ー
ス
さ
ん
は
「
今
は
、

ス
テ
ッ
プ
２
に
入
っ
た
ば
か
り
」
と
マ
イ

ス
タ
ー
制
度
の
無
い
日
本
で
の
ソ
ー
セ
ー

ジ
作
り
は
、
今
後
は
技
術
だ
け
で
な
く
、

そ
の
精
神
の
伝
承
が
大
切
だ
と
い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ダ
ン
カ
ー
ス
さ
ん
で
す
が
、
地

域
で
は
妻
と
と
も
に
地
域
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
連

日
自
宅
を
訪
れ
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

や
ハ
ム
づ
く
り
を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

11
月
２
日
に
は
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
講
習
会
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

日
曜
大
工
が
趣
味
で
、
鶏
小
屋
の
ほ
か
遊

び
に
来
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
大
き
な

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
も
造
り
ま
し
た
。

　
「
来
年
の
お
釈
迦
ま
つ
り
に
も
本
場
の

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
出
品
す
る
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
ダ
ン

カ
ー
ス
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
食
肉
の
技
術

だ
け
で
な
く
、
そ
の
文
化
に
つ
い
て
も
伝

承
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

本場の肉・スパイス・脂にこだわったソーセージ作りを伝承します

Vol35.シェフケ・ダンカースさん（60 歳）

仕事のソーセージ作りだけでなく、地域の十五夜祭りに家族で参加するなど、すっかり志布志市の生活に溶け込んでいます。

ナンチクハム志布志工場　Metzger	Meister

「
日に
っ
ぽ
ん本

年
金
機
構
」
が

平
成
22
年
１
月
１
日
ス
タ
ー
ト
！

～
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に

「
日
本
年
金
機
構
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
～

　

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会

保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
「
日
本

年
金
機
構
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

��

■���

現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称

が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の

窓
口
と
し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
た
、「
年
金
事
務
所
」
は
、

現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務
所
の
建
物
を

そ
の
ま
ま
使
用
し
ま
す
の
で
、
所
在
地

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■���
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事

務
所
の
名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た
各

種
の
関
係
書
類
は
、
内
容
に
よ
り
、

今
後
は
厚
生
労
働
省
ま
た
は
日
本
年

金
機
構
の
名
義
で
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
民

の
皆
様
方
に
何
ら
か
の
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

■���

日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
公
的
年
金
の
運
営
業
務
を
引
き
継

い
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
公

的
年
金
制
度
は
、国
の
制
度
と
し
て
、

そ
の
財
政
や
運
営
に
国
が
引
き
続
き

責
任
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
の
ご
案
内

　

保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
納
付
等

の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
保
険
料
を

全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

追
納
す
る
場
合
は
、
保
険
料
免
除
等

の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

■��

平
成
21
年
度
に
追
納
す
る
場
合
の
額

国
民
年
金
保
険
料
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
ま
す
！

　

事
前
に
申
込
用
紙
を
ご
提
出
い
た
だ

き
、
以
後
、
将
来
の
保
険
料
を
定
期
的
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払
い

し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー

ド
会
員
の
方
に
請
求
す
る
方
法
で
す
。

※��

金
融
機
関
等
の
窓
口
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
直
接
ご
提
示
・
お
支
払
い

い
た
だ
く
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

過
去
の
未
払
い
分
に
つ
い
て
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

■
お
支
払
い
に
つ
い
て

●
お
支
払
い
い
た
だ
け
る
保
険
料
は
、

「
定
額
保
険
料
」
及
び
「
付
加
保
険
料

込
み
の
定
額
保
険
料
」
と
な
り
ま
す
。

（
保
険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て
い
る

場
合
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

●
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支
払
回
数
は
、

１
回
払
い
の
み
と
な
り
ま
す
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
、
口

座
振
替
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
お
申
し
込
み
方
法

　

申
込
用
紙
「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
市
役

所
ま
た
は
鹿
屋
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
後
、
カ
ー

ド
会
社
に
確
認
を
行
い
、
ご
利
用
い
た
だ

け
る
こ
と
が
確
認
で
き
次
第
、
カ
ー
ド
支

払
い
開
始
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
ま
た
は
鹿
屋
社

会
保
険
事
務
所
窓
口
（
℡
０
９
９
４
ー

42
ー
５
１
２
１
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

地デジ（地上デジタルテレビ放送）

の準備はお済みですか？
共同受信施設の地デジ化助成制度のお知らせ
　共同住宅（アパート・マンション）内の共同受信施設や、建物等による受信障害対策として設置さ
れた共同受信施設の地上デジタル化に対して助成制度がスタートしています。
　施設の地上デジタル化対応において、経費負担が過重となる場合（世帯当たり 3万５千円以上）、国

の助成が受けられます。　ただし、国・地方公共団体等が所有する共同受信施設は助成対象とはなりません。
　助成を受けるには、改修工事の実施前に申請を行う必要があります。
共同住宅の共同受信施設に対する助成金制度は 2010 年１月 15 日、受信障害施設デジタル化の助成金制度は 2009 年
12 月 28 日が申請の締切となっています。
　助成制度の詳しい内容については、デジサポのホームページ　http://digisuppo.jp/		をご覧ください。　
　デジサポ助成金相談窓口は　℡	0570 － 093 － 724（平日 9:00 ～ 18:00）となります。　
　（ＩＰ電話等、ナビダイヤルがつながらない方は、03-5623-3121 でお受けしております。）
　助成金申請は、各地域の　総務省　テレビ受信者支援センター（愛称：デジサポ）で受け付けております。

■問い合わせ先　デジサポ鹿児島　℡ 099-812-8001　　市役所情報管理課地域情報係　℡ 474-1111（内線 323）

月分 全額免除
（円）

3/4 免除
（円）

半額免除
（円）

1/4 免除
（円）

平成11年度 16,190 － － －
平成12年度 15,560 － － －
平成13年度 14,960 － － －
平成14年度 14,390 － 7,200 －
平成15年度 14,180 － 7,090 －
平成16年度 13,980 － 6,990 －
平成17年度 14,010 － 7,010 －
平成18年度 14,070 10,550 7,030 3,510
平成19年度 14,100 10,570 7,050 3,520
平成20年度 14,410 10,810 7,200 3,600

お釈迦まつりの出店の様子 SUFFA コンテストで高評価をうけました

2009.11 ■市報しぶし　1�

十五夜祭で竹丸師匠から手ぬぐいを貰いました



	　  

第4回志布志市ふるさとまつりIN有明

■営業時間　10:00 ～ 21:00（ナイター開催がない場合は 17:00 まで）　がない場合は 17:00 まで）　17:00 まで）　）　■問い合わせ先　オラレ志布志　℡ 479-3111

オラレ志布志 年末感謝キャンペーン
　はずれ舟券 5,000 円キャンペーン
～はずれ舟券 5,000 円分で応募券 1回分プレゼント！
　　　　　　　　　　　期間中、お一人様何度でも応募可能！～
■応募期間　11 月 14 日～ 12 月 31 日
　※第 1弾については 12 月 30 日までの応募分になります。
　●第 1弾（12 月 30 日発表）
　・任天堂Wii・デジカメなど多数！
　●第 2弾（12/31 発表）
　・日立ハイビジョン液晶テレビ26型（3名様）・現金1万円（1名様）
　ガソリン券 500 円プレゼントキャンペーン
■ 	12 月 3 日～ 31 日の期間中、毎日 20 名様にガラポンくじで、
ガソリン券 500 円分が当たる！

　3,000 円舟券購入者に 3連単舟券プレゼント
■ 12月3日～31日期間中の毎週金曜日、土曜日、日曜日実施（全12回）
　※当日開場時に、先着でキャンペーン引換券配布
　※	舟券 3,000 円分購入で、毎回先着 120 名に 200 円分 3 連単
舟券プレゼント！

■オラレしぶし 12 月番組表（12 月は毎日開催！）

12　

月

開
催
場

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

大
村
●● ●●●●● ●●●●●● ●●●●●● ●●

場
外

　

●●

　

●●
■
●●
■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　●　　●　　●　　★　★　★　★　★　★　●　　●　　●　　●　　

　●　　●　　●　　

ナ
イ
タ
ー

●
　　
●
　　
●

●

　

●●

●

●

●

●

●
　　
●
　　
●
　　
●
　　
●
　　
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
　　
●
　　
●
　　
●
　　
●
　　
●
　　
●
　　
●

●

●

●

　

●●

　

●●

　

●●

●

●

●
　　

GⅢ企業杯芦屋ＧⅢ

江戸川GⅠダイヤモンドカップ 津ＧⅠ周年（12/9～）

尼崎ＧⅢ

住之江ＳＧ賞金王決定戦 芦屋一般（24～27） 唐津一般（～1/3）

丸亀一般

蒲郡一般

若松一般（5～9） 蒲郡一般（10～14）

丸亀一般

若松一般（15～20） 蒲郡オール女子（21～26）

若松一般

蒲郡一般（～1/4）
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■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）
　

志
布
志
市
で
は
平
成
21
年
10
月
1
日
に

志
布
志
市
立
地
企
業
懇
話
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
懇
話
会
は
基
調
講
演
会
、
情
報
交

換
会
、懇
親
会
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
会
で
は
、
㈱
産
業
タ
イ
ム
ズ

社
の
泉
谷
渉
専
務
取
締
役
が
、
こ
れ
か
ら

の
世
界
と
日
本
の
経
済
戦
略
の
内
容
で
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

泉
谷
取
締
役
は
業
界
紙
で
あ
る
「
半
導

体
産
業
新
聞
」
の
記
者
と
し
て
、
32
年
間

も
の
長
期
に
わ
た
り
、
半
導
体
産
業
に
携

わ
っ
て
お
り
、
電
子
、
電
気
関
連
、
自
動

車
関
連
の
研
究
開
発
、
経
営
陣
で
知
ら
な

い
人
は
誰
も
い
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
半
導
体
は
産
業
界
の
コ
メ
と
も
言
わ

れ
、
パ
ソ
コ
ン
、
電
気
製
品
、
車
等
あ
ら

ゆ
る
工
業
製
品
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
食
品
メ
ー
カ
ー
の
工
場
増

設
が
続
い
て
い
る
が
、
基
本
的
に
消
費
地

に
近
い
所
か
、
原
料
生
産
地
に
建
て
て
い

る
。
地
域
活
性
化
の
新
た
な
取
り
組
み
、

農
商
工
連
携
が
重
要
等
の
興
味
深
い
お
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
内
企
業
幹
部
、
国
や
県
の
港
湾
事
務

所
職
員
、
市
役
所
職
員
等
を
含
め
、
88
人

の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者
は
、
熱
心
に
メ

モ
を
取
り
、
質
疑
も
時
間
い
っ
ぱ
い
続
き

ま
し
た
。
泉
谷
専
務
の
講
演
に
対
す
る
企

業
や
市
職
員
の
出
席
者
の
反
応
は
と
て
も

熱
い
も
の
が
あ
り
、「
ま
た
聞
き
た
い
。

素
晴
ら
し
い
講
演
で
、
２
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
。
勇
気
付
け
ら
れ
た
。
他

の
社
員
に
も
聞
か
せ
た
い
」
等
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
情
報
交
換
会
が
あ
り
、
出
席

の
企
業
幹
部
か
ら
は
、
各
社
の
業
務
内
容

の
紹
介
、
現
状
と
課
題
、
重
要
施
策
の
紹

介
等
が
あ
り
、
お
互
い
の
共
通
理
解
や
連

携
に
繋
が
り
ま
し
た
。
市
へ
の
意
見
や
要

望
も
多
く
、
た
く
さ
ん
の
課
題
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

懇
話
会
終
了
後
に
懇
親
会
も
開
催
さ

れ
、
異
業
種
交
流
と
い
う
形
の
有
意
義
な

会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
今
回
で
3
回
目
で
、
誘
致
企

業
と
港
湾
振
興
協
議
会
加
盟
法
人
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
が
、
参
加
を
希
望
す
る
企

業
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

蘇州號志布志港へ入港！
　10 月 10 日に蘇州號（上海フェリー、１万 4410㌧）が入港しました。
　蘇州號は平成 7 年の初寄港以来 64 回目の寄港になります。志布志港国際航路
利用促進協議会、大隅総合開発期成会主催の５日間モニターツアーの乗客約 60
名を乗せて上海へと出発しました。
　中国では、上海、寧波等を訪問し、ツアー客の皆様は大変満足されていました。ツアー客を乗せて出港する蘇州號

中国向け食品輸出セミナーが開催されます！！
　九州経済産業局及び鹿屋市等の主催で中国向けに食品

輸出を促進をするためにセミナーが開催されます。中国

向け食品輸出に興味のある事業所は参加されてみてはい

かがですか？

■日時　11 月 25 日（水）　14:00 ～ 16：45（受付 13：30 ～）

■場所　リナシティかのや　情報研修室

■参加料　無料

■セミナー
●第一部　「中国への輸出の可能性と食品市場の最新事情」

　講師　ジェトロ農林水産部農林水産調査課　森路未央氏

●第二部　「鹿児島からの中国向け酒類輸出事例のご紹介」

　講師　（有）シモヤマインターナショナル　下山光夫氏

●第三部　「海外ビジネス支援制度について」

　講師　九州経済産業局国際部国際企画調査課　上村欣久氏

■問い合わせ先　九州経済産業局　℡ 092-482-5428

志布志市商工観光戦略会議を開催しました
　志布志港を活かしたまちづくりを推進するため、平成 21 年度の志布志市商工観光戦略会議（座長：吉松弘文志布
志市まちづくり委員会代表）を開催しました。港湾企業、商工会、観光特産品協会、農協、旅館組合、まちづくり委
員会、国、県、公募委員等が集まり志布志港の整備状況等についての研修を行いました。今後、志布志港やみなとま
ちづくりの視察や先進地研修等を行い、平成 22 年度末、市へ提出する提言書作成のための活動を行っていきます。

基調講演に真剣なまなざしで聞き入る参加者

メルマガ会員募集中！
http://orale-cbc.com

トピック

「
志
布
志
市
立
地
企
業
懇
話
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

1月 1日から 10月 31日までの年間獲得金額上位者52名による、
12 月の SG賞金王決定戦への出場枠をかけての一発逆転大勝負。
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で
水
が
不
足
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
不
足
は
生
活
用
水
の
不
足
だ

け
で
は
な
く
、
食
糧
不
足
や
生
態
系
へ
の

影
響
を
も
た
ら
す
と
い
う
研
究
結
果
が
で

て
い
ま
す
。
現
在
の
水
の
取
り
巻
く
環
境

を
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

数
字
で
み
る
日
本
の
水
資
源

　

国
土
交
通
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
日
本

の
降
水
量
は
、
約
６
５
０
０
億
㎥
あ
り
、

そ
の
う
ち
約
２
３
０
０
億
㎥
は
蒸
発
散
し

て
い
ま
す
。
残
り
の
４
２
０
０
億
㎥
が
理

論
上
人
間
が
最
大
限
利
用
可
能
な
水
の
量

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
実
際
使
用

し
て
い
る
水
の
量
は
、
年
間
約
８
３
５
億

㎥
に
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
り
の

３
０
０
０
億
㎥
以
上
の
水
は
海
へ
流
出
し

た
り
、
地
下
水
と
し
て
貯
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
用
途
別
の
使
用
量
は
農
業

用
水
が
全
体
の
約
66
㌫
、
工
業
用
水
が
約

14
％
、
生
活
用
水
が
約
19
㌫
と
な
っ
て
い

ま
す
。
生
活
用
水
の
一
人
当
た
り
使
用
量

は
水
洗
便
所
の
普
及
な
ど
の
生
活
様
式
の

変
化
に
伴
い
１
９
６
５
年
か
ら
２
０
０
０

年
ま
で
の
間
に
2
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

水
の
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
利
用
）

　

水
を
大
切
に
考
え
て
い
る
会
社
も
多
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
工
場
な
ど
で
使

わ
れ
る
水
を
再
利
用
す
る
会
社
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
一
度
使
わ
れ
た
水
を
浄
化
し

工
場
内
で
循
環
さ
せ
洗
浄
水
な
ど
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
で
あ

る
水
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
会
な
ど
で
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
水
が
地
下
に
浸

透
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
雨
水
を
貯
め

る
施
設
を
設
置
し
て
雑
用
水
と
し
て
使
用

し
て
い
る
家
庭
が
多
く
あ
り
ま
す
。
使
用

用
途
と
し
て
は
、
花
へ
の
散
水
、
車
の
洗

車
、
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
雨

水
を
貯
め
る
浸
透
マ
ス
に
対
し
て
補
助
金

を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

水
ビ
ジ
ネ
ス

　

発
展
途
上
国
等
で
の
飲
料
水
な
ど
の
水

不
足
に
対
し
て
、
河
川
、
雨
水
の
汚
れ
て

い
る
水
を
浄
化
し
て
、
飲
料
水
と
し
て
提

供
で
き
る
技
術
を
提
供
す
る
会
社
が
増
加

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
日
本
を
含
め

世
界
各
地
の
そ
の
よ
う
な
技
術
を
持
っ
て

い
る
会
社
が
主
に
途
上
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源

　

こ
の
よ
う
に
、
水
を
取
り
巻
く
環
境
は

変
化
を
し
て
い
ま
す
。
も
し
か
し
て
、
当

り
前
の
よ
う
に
水
を
使
う
こ
と
が
で
き
な

い
日
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

世
界
の
人
々
み
ん
な
が
衛
生
的
な
水
を
使

え
る
こ
と
が
一
番
望
ま
し
い
の
で
す
。

　

水
の
大
切
さ
に
気
づ
き
生
活
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
生

活
が
便
利
に
な
る
反
面
、
水
の
利
用
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
水
に
限

ら
ず
石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
い
え

る
こ
と
で
す
。
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
生
活
し
て
い

く
こ
と
が
節
水
、
省
エ
ネ
な
ど
の
行
動
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

水
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

私
た
ち
は
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
当
り
前

の
よ
う
に
水
が
出
て
く
る
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
で
は
、
水
環
境

が
ま
だ
ま
だ
整
っ
て
お
ら
ず
、
多
く
の
発

展
途
上
国
で
は
水
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
で
、
ア

フ
リ
カ
の
山
奥
で
の
生
活
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
貧
困
で
学
校
に
行
け
な
い

子
ど
も
た
ち
が
５
㌔
程
も
離
れ
た
川
に
水

を
汲
み
に
行
く
様
子
が
映
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
水
は
決
し
て
衛
生
面

に
優
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
、
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
水
な

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
が
世
界
で
は

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
決
し
て
日
本
に
お
い
て

も
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
人

口
の
急
激
な
増
加
と
地
球
温
暖
化
の
影
響

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

捨てられたごみたちの「叫び⑥」
写真・文　環境省環境カウンセラー
　　　　　志布志市環境アドバイザー
　　　　　窪健一氏

タイトル
　「ほどけたベルト」

蒸し暑い松林の中で不機嫌な表情を見せる「ほどけ
たベルト」。どうしてここに教科書が・・・。ごみ

に問いかけると、今にも話し始めそうでした。ごみの中
に生きたごみがいて、必要でなくなったモノに一番必要
なことを教えてもらった。
　私は写真を撮った後、そのまま現場を離れるのがつら
いのです。そんな中からリサイクル可能な資源ごみを拾
いながら撮影するのがスタイルです。私の自宅では、息
を吹き返したごみたちが元気な姿で活躍しています。掃
除機、洗濯機、自転車・・・「まこて貧乏したもんじゃ、
銭もなかとじゃろかい。どげん生活をしちょったろかい」
と人は言いますが、どうすればごみが生き返るか考える
のが楽しいのです。
　ごみ捨て場は、私には宝の山です。

【志布志地区】
国民宿舎ボルベリアダグリ・いずみ酒店
チヨヤ・濵松商店・岡留酒店・有村商店
黒松商店・重留酒店・うえはら電器
志布志漁網・徳村商店・肱岡・下戸酒店
タイガースポーツ・藤後鮮魚店
花堂かまぼこ店・ホームマン北山
ショッピングセンターうちやま
柳沢製茶・ブックセンターあいか・島津
池吉青果店・記念品のむらやま・竹田酒店
又木鮮魚店
輸入雑貨屋ぴこら・かわさき電機・東京堂
日の丸屋金物店・フォトみやがはら
野崎靴店・ツルミ毛糸店・御菓子処ふくち
米元電器商会・瀬戸口鮮魚店
惣菜弁当ふじた・シモハラ薬品・吉徳書店
くにみ書店・シュークラブ４４１
生活協同組合コープかごしま
木村時計店・横山カメラ店
タイヨー志布志店
サンキュー西志布志店
森山商店・ダイソー
フラワーショップ木尾
リカーポートおおはら

エプロンロード・田之上商店
グリーン薬局・三坂酒店
チヨヤベーカリー・ショッピングセンター
くらかけ・高山電器商会
ファミリー薬品岩元・スーパーとうご
新谷商店・スーパーきじま
こうへい写真館・ケーキハウスカネヤマ
田舎みそ来條・一丁田みそコージ店
平川商店・竹山商店・上野商店
田之上酒店・片川商店・持留商店
鬼塚酒店・畠中商店・鹿島商店
出水商店・鬼塚製茶・天水製茶・福田鮮魚
駒水酒店・長岡商店・みどりや製菓
花田三味線店・エリ洋装店・山裾印房
谷口製作所・志布志畜産
加藤商店・徳増商店・中山三蔵商店

【有明地区】
山本商店・アイショップ留岡有明店
フィッシング志布志・南九州記念品店
ショッピング橋口・村脇ストア・三七十庵
本村茶屋・Aコープあおぞら店・井手商店
五反田商店・のせ電器・南九州家具
靴の米田・押切書房・花熊
スーパーほりぐち・志布志白洋舎

河原橋鮮魚店・上村本店・櫓木商店
ミヤハラ商店・大野スーパー・大野酒店
小野商店・園山商店・川辺商店・ヒロデン
スーパーぬきさこ・萩本商店・市ヶ谷商店
めろん調剤薬局・スーパーぬきざこヌック
JAあおぞら・開田の村管理組合
パンの家・蓬の郷

【松山地区】
奥野菓子店・加藤商店・きりのき精肉店
江川商店・坂元商店・川辺商店・津曲商店
渡辺商店・馬場商店
国分屋　アイショップ泰野店・高吉昇商店
山口商店・ショッピングヒワタシ
まさつぐ・本町調剤薬局・高吉荘
豊留商店・アイキューリカー・橋口商店
黒木商店・カシマ・新村商店・冨松商店
福留商店・川上みそ店
※	「志布志市マイバッグ持参促進・レジ袋

お断り率大幅アップに関する協定」とは、
お客様に対しマイバッグの持参等を呼び
かけるとともに、平成 21 年 10 月１日
からレジ袋の無料配布を行わず、レジ袋
お断り率大幅アップを図る活動を展開す
るということを関連団体と取り組むこと
を定めたものです。

「マイバッグ持参促進・レジ袋お断り率大幅アップに関する協定」に参加した小売店

※	今後も「マイバッグ持参促進・レジ袋お断り率大幅アップに関する協定」に参加していただける小売店については、市
報しぶしにてお知らせします。

（順不同・11 月 1日現在） 平成の名水百選に選ばれた普現堂湧水

このような湧水が市内には多数存在します

窪健一氏
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日
中
は
ま
だ
ま
だ
気
温
も
高
い
で
す

が
、
朝
晩
は
冷
え
こ
む
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
一
日
の
疲
れ
を
癒
す
に
は
入
浴
が
効

果
的
で
す
。
入
浴
は
日
常
生
活
の
ひ
と
つ

で
す
が
、
身
体
を
清
潔
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
疲
れ
を
と
っ
た
り
、
寒
い
季
節
に
は

体
を
温
め
た
り
い
ろ
い
ろ
な
効
用
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
入
り
方
を
間
違
え
る
と
か

え
っ
て
逆
効
果
に
な
り
ま
す
。

　

入
浴
し
て
体
が
温
ま
る
と
、
心
拍
数
や

呼
吸
数
が
速
く
な
っ
て
血
液
循
環
が
よ
く

な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
当
然
、
血
液
の

中
に
酸
素
が
多
く
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
り
、
新
陳
代
謝
も
活
発
に
な
る
こ
と
、

ま
た
水
の
圧
力
（
浄
水
圧
作
用
）
な
ど
に

よ
り
疲
労
物
質
で
あ
る
乳
酸
を
速
く
減
少

で
き
る
た
め
で
す
。

　

肉
体
的
な
疲
労
を
と
る
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
大
き
い
よ

う
で
す
。

①�

42
度
以
下
の
ぬ
る
め
の
お
湯
に
（
夏
～

38
度
の
お
湯
に
20
～
30
分
・
冬
～
40
度
の

お
湯
に
15
～
20
分
）
ゆ
っ
く
り
つ
か
る
の

が
、
副
交
感
神
経
を
刺
激
し
て
体
の
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
疲
労
回
復
に
適
し
て
い
ま
す
。

②�

足
か
ら
徐
々
に
上
の
方
に
か
け
湯
を
す

る
。
十
分
に
か
け
湯
を
し
た
ら
、
ゆ
っ

く
り
浴
槽
に
入
る
。
肩
ま
で
つ
か
る
全

身
浴
は
心
臓
や
肺
に
負
担
が
か
か
る
の

で
胸
ま
で
つ
か
る
半
身
浴
の
方
が
よ
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
下
半
身
が
温
ま
る

と
血
行
が
よ
く
な
り
ま
す
。
冬
場
は
肩

が
冷
え
な
い
よ
う
に
タ
オ
ル
を
か
け
た

り
か
け
湯
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

■
入
浴
し
な
が
ら
簡
単
な
運
動
を

　

お
湯
に
つ
か
っ
て
軽
い
運
動
を
す
る
こ

と
も
お
す
す
め
で
す
。
首
を
ゆ
っ
く
り
前

後
、
左
右
に
数
回
倒
し
た
り
、
大
き
く
回

す
と
肩
こ
り
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

お
湯
の
中
で
、
お
な
か
を
大
き
く
膨
ら
ま

せ
た
り
へ
こ
ま
せ
た
り
す
る
だ
け
で
、
立

派
な
腹
筋
運
動
に
な
り
ま
す
。

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
や
温
水
プ
ー
ル
な
ど
で
は

水
の
浮
力
を
利
用
し
た
水
中
運
動
や
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
心
肺
機
能
や
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

■
入
浴
後
は
休
息
を

　

一
般
に
30
分
程
度
の
入
浴
で
消
費
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
１
０
０
０
㍍
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
に
相
当
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
想

像
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
の

で
、
入
浴
後
は
１
時
間
位
は
ゆ
っ
く
り
と

休
息
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
温
泉
の
場
合
は
湯
か
ら
上
が
っ

て
、
体
を
拭
く
前
に
休
息
す
る
と
そ
の
時

に
温
泉
の
成
分
が
体
に
染
み
込
み
ま
す
。

■
足
湯
も
お
す
す
め

　

寝
る
前
に
「
足
湯
」
を
す
る
だ
け
で
も

全
身
の
血
行
が
よ
く
な
り
、
体
が
温
ま
り

ま
す
。「
足
湯
」
は
洗
面
器
な
ど
に
43
度

の
熱
め
の
お
湯
を
入
れ
、
約
10
分
間
足
を

浸
け
ま
す
。
入
浴
す
る
体
力
の
な
い
場
合

に
も
適
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ

●�

空
腹
時
や
食
後
す
ぐ
の
入
浴
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

●�

寒
い
時
期
は
脱
衣
所
に
暖
房
を
。
脱
衣

時
の
急
激
な
温
度
変
化
は
心
臓
に
負
担

を
か
け
ま
す
。

●�

お
湯
を
洗
い
場
に
打

ち
、
浴
場
全
体
の
温

度
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

●�

最
初
に
半
身
浴
を
１

～
２
分
程
度
、
そ
れ

か
ら
全
身
浴
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

正
し
い
方
法
で
入
浴

し
、
体
の
疲
れ
を
取
り

寒
い
季
節
を
元
気
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

「
入
浴
の
す
す
め
」

ど
う
し
て
疲
労
回
復
で
き
る
の
で

し
ょ
う

お
す
す
め
の
入
浴
法
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■組織名　「さわやか元気塾」
　平成 19 年保健課で行う温泉デイ元気塾（介護予防）をきっか
けに３年間活動を続けています。月２回、健康ふれあいプラザ
に 20 人程度が集まり、健康運動指導士栫井愛子先生の指導のも
と無理なく体を動かし参加者は、体調がよくなったといいます。
　腰痛に悩まされていた松崎泰子さんは、先生から習った体操
で「痛みが消えた！」と驚いていました。誰にでもできる体操
なので「運動は・・」とあきらめていた人でも参加できます。

健康仲間！

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成21年８月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ３０２，５７６，０５６円
８月末国保加入者数 １１，７８０人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２５，６８６円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２１，６５８円
個 人 負 担 額 ４，０２７円
　この金額は、国民健康保険に加入している
皆さんが医療機関等で診療したものに対し、
市（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約84.3％を市（国保）が負担しています。

vol.5

さわやか元気塾の皆さん！





プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
発
行
。商品券の概要

■名 称　　「ひまわり商品券」
■販 売 額　　8,000 万円
■販売対象　　志布志市民
■プレミアム　20％
■購入限度額　５万円／１人（５万円購入で６万円分の商品券）
■使用期限　平成 22 年 3月 31 日（水）まで使用できます
■販売期間　	平成21年11月28日（土）～平成21年12月25日（金）～平成21年12月25日（金）平成21年12月25日（金）
注）	販売期間に関係なく、売切れ次第販売を終了しますのでご購
入はお早めに！！

■販売場所　●	志布志市役所　本庁港湾商工課
　　　　　　●	志布志支所　地域振興課　●	松山支所　地域振興課
　　　　　　　（※平日のみの販売になります）
■出張販売　	平成 21 年 11 月 28 日（土）29 日（日）はサンポー

トしぶしアピアにおきまして出張販売を行います。
　　　　　　　（※ 10:00 ～ 18:00 の販売になります）
■購入に必要なもの　身分を証明できるもの（免許証等）
　　　　　　　　　　※印鑑は必要ありません。
■使えるお店　商工会の会員で登録してある小売店になります。

■問い合わせ先　志布志市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 285）　　志布志市商工会　　℡ 472-1108　　

５０，０００円で

６０，０００円
　分の商品券

10000 円円分の
プレミアム

志布志市
緊急経済対策

※写真はイメージです！
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  20％

■問い合わせ先　企画政策課　℡ 099-474-1111　Fax 099-474-2281　

　　　　（鹿児島発⇒鹿屋行き）
停 留 所 区分 1便 2便 3便 4便 5便

金生町 ( 山形屋前 ) 乗
車
区
間

10:23 11:38 15:43 16:33 17:48
天文館 10:25 11:40 15:45 16:35 17:50
鹿児島中央駅 10:30 11:45 15:50 16:40 17:55
県庁前 10:44 11:59 16:04 16:54 18:09
垂水港 降

車
区
間

11:40 12:55 17:00 17:50 19:05
白水体育大前 12:10 13:25 17:30 18:20 19:35
航空隊前 12:19 13:34 17:39 18:29 19:44
鹿屋(リナシティかのや前) 12:25 13:40 17:45 18:35 19:50

■時刻表　（鹿屋発⇒鹿児島行き）
停 留 所 区分 1便 2便 3便 4便 5便

鹿屋(リナシティかのや前) 乗
車
区
間

7:30 8:45 10:00 14:05 15:20
航空隊前 7:36 8:51 10:06 14:11 15:26
白水体育大前 7:45 9:00 10:15 14:20 15:35
垂水港 8:15 9:30 10:45 14:50 16:05
県庁前 降

車
区
間

9:13 10:28 11:43 15:48 17:03
鹿児島中央駅 9:27 10:42 11:57 16:02 17:17
天文館 9:32 10:47 12:02 16:07 17:22
金生町 ( 山形屋前 ) 9:34 10:49 12:04 16:09 17:24

平成 21 年 12 月１日（火）から　鹿児島～鹿屋間直行バス運行開始！
　鹿児島市と大隅地域をより便利に繋ぐため、鹿児島～鹿屋間直行バスが運行されます。鹿児島中央駅～鹿屋間な
ら２時間弱でアクセス可能。JR との乗り継ぎをはじめ、観光やビジネス、ショッピング等にぜひご利用ください。

※経路の途中に鴨池・垂水フェリーを挟みます（バスに乗ったまま乗船します）。
※乗車区間では降車できません。また、降車区間では乗車できません。
※区間料金は鹿児島⇔鹿屋が 1,300 円　鹿児島⇔垂水が 600 円　小学生以下の子どもや障害者手帳をお持ちの方は割引があります。

見本

見本
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お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
ぴ
こ
ろ

は
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
、
会
員
５
名
で

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
を
始
め
た
経
緯
は
、
代

表
の
川
上
み
ゆ
き
さ
ん
が
、
以

前
図
書
館
に
勤
務
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
絵
本
の
楽
し
さ
、
す
ば
ら

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
読
み

聞
か
せ
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
を
図
り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
平
成
３
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
は
、
主
に
地
域
の
保
育

所
や
小
学
校
、
図
書
館
に
出
向

き
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
を

対
象
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の

他
、
わ
ら
べ
う
た
、
人
形
劇
、

パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
ク
イ
ズ

も
取
り
入
れ
、

楽
し
い
読
み
聞

か
せ
会
に
な
る

よ
う
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
ま

す
。
年
に
20
回

程
度
の
割
合
で
、
無
理
な
く
で
き
る
時

に
、楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
絵

本
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
だ
け
で
な

く
、
聞
く
力
を
育
て
た
り
、
豊
か
な
心

を
育
て
る
こ
と
に
も
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
読
み
手
と
聞

き
手
の
交
流
に
も
な
る
の
で
、
親
子
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し

て
も
効
果
的
で
す
。

　

代
表
の
川
上
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
、
自
ら
も
精
神
的
に
も
技
術
的
に

も
成
長
し
て
い
け
る
読
み
聞
か
せ
に

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
定

期
的
に
活
動
を
続
け
、
読
み
聞
か
せ

の
す
ば
ら
し
さ
を
多
く
の
方
に
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
、現
在
、会
員
の
募
集
も
行
っ

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
川
上
）

　

℡
４
８
１
ー
４
０
０
０

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

人
が
輝
け
ば
ま
ち
が
輝
く

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
、
市
内
各
地

で
校
区
公
民
館
や
地
域
、
各
学
校
の
運

動
会
や
秋
ま
つ
り
等
に
幾
度
と
な
く
招

待
を
う
け
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

安
楽
校
区
の
運
動
会
で
は
中
学
生
、

高
校
生
が
運
営
の
役
員
と
し
て
活
躍
す

る
な
ど
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
も
多

く
の
地
域
の
方
が
運
営
や
準
備
に
汗
を

流
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
頼
も
し
く

思
う
と
と
も
に
志
布
志
市
が
輝
き
始
め

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
に
あ
る
志
布
志
市

の
ふ
る
さ
と
会
に
も
定
期
的
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
行
わ
れ
る
意
見
交
換
会
で
は
、
ま
る

で
、
市
民
の
方
と
お
話
し
を
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
錯
覚
す
る
程
に
皆
さ

ん
が
志
布
志
市
の
事
に
大
変
興
味
を
持

た
れ
て
お
り
「
志
布
志
市
を
良
く
し
た

い
」と
い
う
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
の
関
西
志
布
志
会
で
は
実
に
3

時
間
余
り
の
有
意
義
な
意
見
交
換
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
前
の
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
志
布
志
～
大
阪
航
路
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
た
際
に
市
民
と
と
も
に
存
続
に

向
け
て
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
い
て
か

ら
、
ま
す
ま
す
関
西
と
志
布
志
市
の
距

離
感
が
縮
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
10
月
１
日
か
ら
志
布
志

市
内
の
小
売
店
で
「
レ
ジ
袋
有
料
化
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、
約
7
割
の

小
売
店
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
私
は
有
料
化
が
始
ま
る
と
市

内
は
大
混
乱
に
陥
る
の
で
は
な
い
か
と

大
変
危
惧
し
て
お
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

職
員
が
市
内
１
８
０
か
所
で
説
明
会
を

行
い
、
延
べ
１
万
人
に
趣
旨
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
市
役
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
い

く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
苦
情
が
全
く
無

か
っ
た
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
環
境
問
題
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
こ
と
と
「
共
生
・
協
働
」

の
取
り
組
み
が
理
解
さ
れ
て
き
て
い
る

こ
と
に
感
動
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
有
料
化
や
廃
止
は
世
界
的
な

流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
問
題

は
あ
り
ま
す
が
、
国
内
で
も
富
山
県
、

山
梨
県
、
沖
縄
県
、
青
森
県
、
和
歌
山

県
に
引
き
続
き
、
平
成
21
年
４
月
１
日

か
ら
山
口
県
も
県
下
一
斉
の
有
料
化
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
は
鹿
児
島
県
で
「
全
国

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
（
花
博
）
花
か
ご
し

ま
２
０
１
１
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
中
で
本
市
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み

を
提
言
し
て
、
県
内
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
輪
が
協

奏
す
る
ま
ち
」
は
、
市
民
の
「
共
生
・

協
働
・
自
立
」
な
く
し
て
は
実
現
で
き

ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の

ご
協
力
で
輝
く
志
布
志
市
に
な
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

串
間
・
曽
於
地
域
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

研
修
会
を
開
催

　

10
月
16
日
、
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
で
、

串
間
・
曽
於
地
域
連
絡
協
議
会
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
様
な
歴
史
的
・
文
化
的
つ

な
が
り
を
有
し
、
近
年
、
経
済
・
生
活
圏

が
拡
大
し
、
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
地
域

づ
く
り
団
体
等
が
一
堂
に
会
し
、
課
題
等

を
出
し
合
い
解
決
の
糸
口
に
し
な
が
ら
、

お
互
い
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
志
布
志
市
・
曽
於
市
・
大
崎

町
・
串
間
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
づ
く
り
団

体
関
係
者
等
約
80
人
が
参
加
し
、
お
互
い

の
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
意
見
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、鹿
児
島
県
共
生
・
協
働
セ
ン
タ
ー

の
移
動
広
場
も
同
時
開
催
さ
れ
、「
共
生

協
働
の
地
域
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
基
調
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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㈱
南
光
は
、昭
和
46
年
５
月
、

建
築
金
物
を
製
作
す
る
会
社
と

し
て
鹿
児
島
市
で
創
業
し
、
そ

の
後
、
パ
イ
プ
ベ
ン
ダ
ー
部
門

を
設
立
し
、
昭
和
63
年
に
は
七
ツ
島
工

場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

３
年
か
ら
は
、
船
間
島
工
場
や
隼
人
工

場
、
え
び
の
工
場
等
を
増
設
し
、
順
調

に
業
績
を
伸
ば
し
て
お
り
、
金
属
の
一

次
加
工
の
ほ
か
、
溶
接
・
二
次
加
工
ま

で
の
全
工
程
を
自
社
で
支
え
る
体
制
を

整
備
。
現
在
、
従
業
員
２
６
５
人
が
働

い
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
工
場
で
は
自
動
車
部
品
プ
レ

ス
用
の
金
型
を
設
計
か
ら
製
作
及
び
工

場
内
に
て
ア
ン
コ
イ
ラ
送
り
装
置
を
使

い
、
量
産
に
近
い
状
態
で
の
金
型
の
動

作
確
認
が
行
え
、

サ
ン
プ
ル
部
品
作

成
ま
で
一
貫
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ン
デ
ム
型
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
型

並
び
に
プ
ロ
グ

レ
型
に
お
い
て

１
０
０
０
ｔ
ま
で

の
試
作
が
可
能
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
主
に
順
送
金
型
を
製
造

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
プ
レ
ス
を
何
度

も
繰
り
返
し
て
一
つ
の
部
品
を
作
る
も

の
で
、
よ
り
複
雑
な
形
の
部
品
が
作
れ

る
よ
う
に
な
り
、
高
性
能
な
日
本
車
の

生
産
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
の
金
型
を
作
る
の
に
設
計
や
最

終
的
な
調
整
も
含
め
3
か
月
も
か
か
る

と
の
事
で
、
工
場
内
で
は
幾
つ
か
の
仕

事
が
並
行
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
製
作
し
て
い
る
も
の
に
は
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
北
米
工
場
に
輸
出

す
る
予
定
の
シ
ー
ト
の
内
部
骨
格
を
作

る
金
型
や
車
の
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
、
屋
根

の
骨
格
部
品
、
ド
ア
内
部
構
造
に
関
係

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
当
社
の
製
品
は
、
外
か
ら
直
接
み

る
こ
と
は
無
い
と
思
い
ま
す
が
、
軽
自

動
車
か
ら
普
通
車
ま
で
使
用
さ
れ
て
い

る
ん
で
す
よ
」
と
塩
井
孝
幸
工
場
長
は

話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
羽
田

空
港
の
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
金
属
壁
は
、

志
布
志
工
場
で
製
作
し
た
も
の
が
使
わ

れ
て
い
る
な
ど
、
皆
さ
ん
も
日
常
生
活

の
中
で
、
同
社
の
製
品
に
触
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
の
食
品
会
社
で
使
用
し

て
い
る
機
械
が
輸
入
品
で
消
耗
部
品
を

輸
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
間
に
合
わ
な

い
こ
と
も
あ
り
、
同
社
で
金
型
を
作
り

部
品
納
入
し
、
生
産
効
率
を
あ
げ
業
績

の
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
工
場
等
で
、
金
型
や
特
殊
部

品
な
ど
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
は
、
自
動

車
の
燃
費
向
上
に

注
目
が
集
ま
っ
て

お
り
、
低
燃
費
に

む
け
車
重
を
軽
く

す
る
た
め
薄
く
て

も
強
度
の
優
れ
た

高
張
力
鋼
を
用
い

る
場
合
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
材

料
が
硬
く
な
る
と

加
工
が
難
し
く
な

る
た
め
金
型
の
作
成
も
そ
れ
に
合
わ
せ

た
も
の
に
す
る
な
ど
、
技
術
の
向
上
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
て
い
る

金
型
産
業
。
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る

ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に

日
々
、開
発
と
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

株式会社　南光　志布志工場
●事業内容　金型の製作
●所 在 地　志布志町安楽 6142-3
●従業員数　20 人
●創　　立　平成21年4月

志布志企業訪問
vol.15

案内していたただいた塩井工場長（写真左）

大きな金型になると 3 か月程かけて作られます

金型を使って作られた製品サンプル

■期　　日　平成 22 年 1月 10（日）雨天決行
■集合場所　志布志運動公園
■コ ー ス　運動公園周辺周回コース　
■参加申込　大会競技規定に従い、所定の申込書に必要事
　　　　　　項を記入の上、参加料（遠隔地の場合は現金
　　　　　　書留又は郵便小為替）を添えて申込みください。

■参 加 料　一般男女　　　　　　　3,000 円
　　　　　　中学男女・小学生男女　2,000 円
■申込締切　12 月 18 日（金）（※当日消印有効）
■問い合わせ先　志布志市教育委員会生涯学習課内
　　　　　志布志ジョガー駅伝競走大会実行委員会事務局
　　　　　℡ 472-1111（内線 332）・FAX473-1880

お
は
な
し
グ
ル
ー
プ　

ぴ
こ
ろ

楽しみながら様々な活動を行っています

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel	474-1111（内線 252・256）

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり

2010 第5回

駅伝を通じて、心身共に明るく気迫に満ちたたくましい青少年の育成と走る喜び、走る楽しさを味わうことを目的に「2010 第 5 回
志布志ジョガー駅伝競走大会」を開催します。多数のチームのご参加をお待ちしています。

9 時 30 分スタート！
平成 22 年 1 月 10 日（日）

多くの方が参加した研修会



■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせんお話し会（読み聞かせ会） 14 時〜
○ 本館お話し会（読み聞かせ会） 14 時〜

新刊案内
■ジャパン・プライド　　　　　江波戸哲夫著

　世界中を襲った 100 年に１
度の金融危機。激震が走るメガ
バンク・東西銀行の行員たちも
また、駆け回り続けた－。緻密
で徹底的な取材をもとに「あの
瞬間」からの日本経済を重層的
かつ多角的に浮かび上がらせた
経済小説。

■６TEEN（シックスティーン）　　石田衣良	著
　ぎこちない恋。初めての裏切
り。リアルさを増してきた未来。
超高層マンションを見上げる月
島の路地で、この世界の仕組み
を考える…。高校生になった「６
ＴＥＥＮ」の４人を描く。『小
説新潮』掲載に書き下ろしを加
え書籍化。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「ガーデニング・野菜作り」

今月のテーマ図書
「編み物」

休館日カレンダー（本館）
November　11 月

日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

December　12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19

○

毎月 23 日は「子どもといっしょに読書の日」

○

おはなし会（読み聞かせ会）
本　　館　11 月 28 日（土）午後 2時～
有明分館　11 月 28 日（土）午前 10 時～日（土）午前 10 時～（土）午前 10 時～
松 山 分 館　11 月 14 日（土）午前 10 時～日（土）午前 10 時～（土）午前 10 時～午前 10 時～10 時～

松 山 分 館　12 月 12 日（土）午後日（土）午後（土）午後 2時～
安 楽 分 館　11 月 14 日（土）午前 10 時 30 分～
志布志分館　12 月 5日（土）午前 10 時 30 分～
香 月 分 館　12 月 12 日（土）午前 10 時～午前 10 時～10 時～

○

こどもたちに絵本の読み聞かせを！

　親子間において、多くのふれあい（絆を深める）の時間を持つ
ことは、子どもたちの成長に大きな影響を与えます。特に絵本の
読み聞かせは、親子の絆を深めるとともに「見る・聞く」ことを
通して、脳に刺激を与え、豊かな人間性を養います。
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「
男
子
厨
房
に
入
る
べ
か
ら
ず
」
と
は
も
う
昔
の
言
葉
。
男
性

が
台
所
に
立
ち
、
料
理
を
す
る
姿
は
ご
く
自
然
な
光
景
に
な
っ
て

い
ま
す
。
趣
味
で
あ
っ
た
り
、
家
事
分
担
で
あ
っ
た
り
、
男
性
が

料
理
を
す
る
理
由
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。

　

釣
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
釣
っ
た
魚
を
自
分
で
さ
ば
き
た

い
思
い
か
ら
、
料
理
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
食
べ
て
も
ら
え
る
喜
び
」
が
分
か
り
「
も
っ
た
い
な
い
」
こ
と

を
学
ん
で
、
食
べ
物
は
残
さ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
妻
に
美

味
し
い
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
喜
び
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
野
菜
炒
め
、
そ
ー
め
ん
チ
ャ
ン
プ
ル
、
そ

ば
打
ち
で
す
。
友
達
に
そ
ー
め
ん
チ
ャ
ン
プ
ル
を
出
し
た
ら
と
て

も
好
評
で
し
た
。
今
後
は
、
基
本
の
料
理
を
も
う
一
度
復
習
し
た

い
で
す
。
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
・
・
・
。

　

自
分
で
何
で
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
高
齢
化
に
な
る

と
い
つ
一
人
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
家
庭
の
中
の
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

企画政策課　女性支援対策室
　女性支援相談室　	毎月第 1・3水曜日（13:00 ～ 17:00）志布志市役所隣	農村環境改善センター

　☎専用フリーダイヤル ０１２０- ７
な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４（月～金　8：30 ～ 17：00）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）

～料理好きな男性～料理好きな男性～～

「食は人間の基本です」と話す生涯学習
男性料理教室に通われている大山博美
さん（65 歳）

Ｑ
．
料
理
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

Ｑ
．
料
理
を
始
め
ら
れ
て
何
か
変
わ
り
ま
し
た
か
？

Ｑ
．
得
意
な
料
理
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ｑ
．
男
性
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

と

もに輝く男
ひ

ひ女

vol.8

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.45

男性講座　10 月 17 日（土）有明開田の里で「簡単！男の料理教室」を開催しました。家庭での男性の家
事や育児への協力は、身近で重要な男女共同参画の第一歩。簡単！男の料理教室」は、男性が女

性の領域とされてきた「台所仕事」へ参加するきっかけづくりとして企画いたしました。メニューは、アジ・タコの刺身、
アジフライ、タコ飯、味噌汁で、魚の三枚におろしに初めて挑戦する参加者は、悪戦苦闘しながらも楽しく作りました。

男女共同参画シンポジウムを開催します

◆期　日　平成 21 年 11 月 28 日（土）13：30 ～ 16：00
◆会　場　やっちくふれあいセンター（※会場が変更となりました）
◆講　師　水谷謹人さん（みやざき中央新聞編集長）
◆参加費　無料
　　　　※託児室もありますので、事前にお申し込みください。
◆内　容　講演会、パネル・ディスカッション（体験活動発表）、パネル展示
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「あなたもわたしも輝くまちに！」

　暴力は、その対象の性別や加害者、被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありません。特に、夫・パートナー
からの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為など女性に対する暴力は、女
性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。

女性に対する暴力をなくす運動
平成 21 年 11 月 12 日（木）～ 11 月 25 日（水）

内閣府　配偶者からの暴力被害者支援サイト
http://www.gender.go.jp/e-vaw/index.html

配偶者からの暴力に悩んでいる方へ、相談窓口を案内します。
ＤＶ相談ナビ　☎ 0570-0-55210（通話料がかかります）

○

図書館の絵本を活用しましょう

　市立図書館には約２万冊の絵本や紙芝居などがあります。読み
聞かせには図書館の絵本を活用しましょう。また、定期的にお話
し会も実施していますので是非ご参加ください。
　絵本の選び方など分からないことがありましたら、窓口でお気
軽にご相談ください。 子どもたちは絵本が大好きです

手つきの良い包丁さばき みなさん真剣です アジの三枚おろしに挑戦！ 出来上がった手料理をいただきます！
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高い「志 (こころざし )」は求めません。
「志」のスタートラインに、あなたの志も

■応募規定　
●字数は 800 字（400 字原稿用紙縦書き 2 枚。パソコン
　原稿も可。パソコン原稿の場合 20 字× 40 行）応募点
　数は一人 3 点以内とする。
●応募票に必要事項を記入の上、作品一点ごと貼付してご
　応募ください。
●応募要項・応募票は、生涯学習センター及び各地区公民
　館に用意してあります。
●応募作品は未発表の自作作品に限ります。
●いったん提出された後の作品の変更、加筆・訂正は認めません。

●入賞及び掲載作品は公表し、著作権は主催者側に帰属します。
●作品の返却は致しません。
■賞・賞金
　●志大賞1点　副賞10万円　●志準大賞2点　副賞3万円
　●審査員特別賞　若干名　●優秀学校賞／後援団体賞
■作品受付　9月1日(火)～12月22日（火）※当日消印有効
■発表　平成 22 年 2 月 20 日（土）
■主催　志布志市生涯学習推進委員会
　　　　志布志市　市教育委員会　志布志創年市民大学
■問い合わせ・送付先　
　〒 899-7103　志布志市志布志町志布志 2238 番地 1
　文化会館内　志布志市「志」エッセイコンテスト事務局
　　　　　　　℡ 472-3050　Fax472-3051

作品募集！
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■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050

　　　　　　　　　　　　　　　　　志布志創年市民大学公開講座

相田みつを美術館　館長　相田一人
■演　題　「にんげんだもの　父・相田みつをを語る」
■日　時　11 月 25 日 ( 水 )　18:00 開場　18:30 開演
■会　場　志布志市文化会館
■入場無料（但し、入場整理券要）
※入場整理券は、生涯学習センター、各地区公民館、　教育分
　室、生涯学習課でお求めください。
■問い合わせ先　生涯学習センター　℡ 472-3050

あ い だ　 か ず ひ と

父・相田みつをの生涯を貫いた心
のありようを伝える作品をはじ
め、書や言葉を紹介しながら、生
きていくうえで様々な壁にぶつか
り悩む人々に希望を与えたいとの
熱い思いは、多くの人々に勇気と
元気を与えると大好評。

ミニバレーボール大会を開催します
■日時　平成 21 年 12 月 13 日（日）
　　　　9時 30 分開会式　10 時開始
■場所　志布志運動公園体育館
■参加資格　健康であればだれでも参加できます。
■チーム編成　	1 チーム 8 人（うち補欠 2 人）6 人制で

行います。
■参加申込み　	申込用紙に参加料を添えて申し込んでく

ださい。
■参加料　1チーム　1,000 円　

■申込期間　平成 21 年 11 月 27 日（金）まで
■その他　当日の参加申込みはできません。
※	大会運営上、参加チームは先着順、20 チームまでとし
ます。
■申込み先・問い合わせ先
●市教育委員会生涯学習課　生涯スポーツ係　　　　　
　　℡ 472-1111（内線 331）　Fax	473-1880
●有明教育分室　　℡ 474-1111（内線 261）
●松山教育分室　　℡ 487-2111（内線 262）

～市体育指導委員主催～

劇団四季「 はだかの王様」 志布志公演
■日時　平成 22 年 2月 7日（日）17 時開場　17 時 30 分開演
■会場　志布志市文化会館
■料金（税込）　Ｓ席　4,000 円　Ａ席　3,000 円
　　　　　　　		Ｂ席　2,000 円　Ｃ席　1,000 円
■発売日　平成 21 年 11 月 14 日（土）午前 10 時
■チケット販売所　市文化会館／やっちくふれあいセンター
　市役所本庁売店／（株）島津／三昧堂商事／くにみ書店　
　サンポートしぶしアピア／プラッセだいわ鹿屋店
　津曲書店西浜店 /チケットぴあ（Pコード 399-926）
■問い合わせ先　市文化会館　℡ 472-3050

■志布志市生涯学習まちづくり講演会
■志布志中学校区四校家庭教育講演会

 みんなで祝おう　20 歳の出
たびだち

航『成人式』　
■日時　平成 22 年１月４日（月）　午後１時受付　
■会場　志布志市文化会館　　　　　　　　■対象者　平成元年４月２日～平成２年４月１日までに生まれた人
■問い合わせ先　●志布志支所生涯学習課　℡ 472-1111（内線 335）　●松山教育分室　℡ 487-2111（内線 262）
　　　　　　　　●有明教育分室　　　　　℡ 474-1111（内線 262）　※詳細は次号にて案内いたします。

人権教育講演会

志布志創年市民大学公開講座 ・市Ｐ連の集い

香川県綾川町立綾上中学校　校長

竹 下 和 男 講 演 会

■演　題　〝弁当の日〟がやってきた！
「万物が持つ権利の一つとしての人権」

■日　時　12 月 5 日 ( 土 )
　開場 9:30　開演 10:00
■会　場　志布志市文化会館ホール
■入場無料（但し、入場整理券要）
※ 入場整理券は、生涯学習センター、各地区公民館、

各教育分室、生涯学習課でお求めください。

「食べ物には命がある」。

　いのちあるものをいただくことで私た
ちは生かされています。
　料理を通して命の連鎖に気付くことは

とても大切なことです。
　他者とのつながりの中で生かされていることに気付
けば食べ物を粗末にすることなく、一生懸命食べるよ
うになります。
　「いただきます」「ごちそうさま」という言葉が自然
と出てくるようになります。
　生かされている感謝の気持ちは子どもたちの生きる
力にもつながっていきます。
■問い合わせ先　創年市民大学事務局　℡ 472-3050

■これからの志布志創年市民大学プログラム（予定）
N
O 日　時 講義内容及び講師

14 11月22日（日）～11月23日（祝）
ミステリーバスツアー修学旅行
まるごと福岡　まちづくり珍道中

15 11月25日（水）18：30～

人間好学Ⅶ・市民大学公開講座
にんげんだもの　父・相田みつをを語る
　相田みつを美術館　館長　相田一人

16 12月5日（土）10：00～

人間好学Ⅷ・子育て好学Ⅳ・人権教育講演会
「弁当の日」がやってきた！

香川県綾川町立綾上中学校校長　竹下和男

17 12月16日（水）18：30～

人間好学Ⅸ
出会いを生かせば、ブワッと道は開ける !
㈲クロフネカンパニー　代表取締役　中村文昭

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

教育委員会情報ネット

志布志市生涯学習まちづくり講演会

（有）クロフネカンパニー　代表取締役

中村文昭講演会
　高校時代、好奇心旺盛からタバコ・
酒・バイクなど、一通りのことに手
を出し、何度も謹慎処分を受ける。
3 年のとき 35 回の謹慎処分により

「教育勅語」を覚える。卒業後、家
出同然で単身上京職務質問を受けた
警察官が東京での友人第１号。
　その後、行きつけの焼き鳥屋で偶然、隣に座った
人が人生を 180 度変えた。「何のために」その生き方
に強く惹かれ、弟子入りを決意。軽トラックの野菜
の行商から人生が…。現在、講演会を行う一方で北
海道の農地を借りて、都会でひきこもり・ニートと
呼ばれる若者達と一緒に農業を行い、全国の若者か
らも絶大なる支持を得ている。
　超売れっ子講師・中村文昭さんの出会いと笑いと
涙と感動の人生ドラマを乞うご期待下さい！！
■演題　出会いを生かせば、ブワッと道は開ける！
■日時　12 月 16 日 ( 水 )　開場 18：00　開演 18：30
■会　場　志布志市文化会館ホール
■入場料　大人・親子ペア 1,000 円（当日 1,500 円）
　※高校生以下 300 枚限定の無料入場券発行
■問い合わせ先　創年市民大学事務局　℡ 472-3050
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志布志市青少
年 研 修 事 業

　目　　　的
青少年を県外・海外に派遣し、異文化や異言語を体験するとともに自己
の確立と資質の向上を図るとともに国際感覚の醸成を目的とする。

　効　　　果
山形研修に参加した研修生は今でも山形の研修生と交流が続いている。
参加した研修生は、国内外でさまざまな体験をとおして国際感覚の醸成
とリーダーとしての資質の向上が図られた。

外部評価委員の意見
研修生の５年、10 年後の追跡調査を行なう必要がある。学校にも事業の
周知徹底をお願いしたい。

志 布 志 創
年 市 民 大
学 開 設 事 業

　目　　　的
創年と子どものまち宣言事業の一環として創年には培ってきた経験と能
力を活かして、子どもに対する指導を通じ、生きがいをもたらし、子ど
もには尊厳と地域で生きる知恵を継承するための人づくりを目的とする。

　効　　　果
市民大学で学んだ学生が、ＮＰＯを立ち上げ、市が委嘱する各委員に登
用されるなど、今後の活躍が大いに期待されるところである。

外部評価委員の意見
参加された方が生き生きとされているので、非常に良いことであると思
う。

歴史観光ガイ
ド 養 成 事 業

　目　　　的
歴史観光ガイドとしての、基礎的知識の学習の場と実践的な現地実習の
機会を用意することによって、一定水準のサービスができるガイドを養
成する。

　効　　　果
受講申込みが 18 名あり、１年目の初級講座を修了して基礎的な知識を身
につけることができた。

外部評価委員の意見 観光ガイドは、まちづくりに欠かせない。今後とも充実させてほしい。

志 布 志 城 跡
史 跡 公 園 保
存 整 備 事 業

　目　　　的
国指定史跡である志布志城跡の発掘調査を行い、それぞれの曲輪の性格
や特徴を把握し、史跡公園として保存整備を図る。

　効　　　果
平成 18 年度より年次的に発掘調査を行い、本丸地区の２つの曲輪につい
てその性格や特徴が明らかになった。これまでの発掘の成果紹介案内板
を本丸地区に設置した。

外部評価委員の意見
・普及啓発活動に力を入れる必要がある。
・黎明館に志布志城跡の模型が展示してあるので、この模型の見学会を計 
　画して、啓発活動を図る必要がある。

学 力 向 上
推 進 事 業

　目　　　的
児童生徒の学力の実態を的確に把握するとともに、学力向上対策を検討
し確かな学力の定着を図る。

　効　　　果
国及び県の学力調査を実施することで、学力の実態をとらえることがで
きた。

外部評価委員の意見

・これからも継続した取り組みを期待している。
・ 児童生徒の学力について、必ずしも楽観視できる状況ではないと感じる。
・学校や市教委としての分析がどのように生かされているか追跡必要があ
る。
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　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部が改正され（平
成 20 年 4 月 1 日から施行）、教育委員会の所管する事務事業につ
いて点検評価を行い議会へ報告するとともに公表することとなりま
した。
　このため、教育委員会では５名の学識経験者で構成する外部評価
委員会を設置し、5月 7 日に外部評価委員会が開催され、平成 20
年度の教育委員会の主な事務事業について、点検及び評価を行いそ
の評価報告書が議会に提出されましたので、概要をお知らせします。
　今後、教育委員会はそれぞれの課で前向きに対応させていただく
予定です。

教育委員会委
員の活動状況

　目　　　的
毎月の定例会、教育委員研修会、学校訪問、入学式、卒業式、その他各
行事への出席。

　反省及び評価点
毎月の定例会には委員全員出席である。
議案については一週間前までに事前に届けている。
定例会以外の活動にも積極的に参加されている。

外部評価委員の意見
定例会及び定例会以外の活動も積極的に参加されている。定例会終了後
にフリートークの時間を設定したり、委員からの動議が出されており委
員の意欲が伺われる。

志 布 志 市 立
小・ 中 学 校 の
規 模・ 配 置 の
在り方検討委
員会開催事業

　目　　　的
将来の年少者人口の推移等を踏まえ、今後の市立学校の適正規模及び適
正配置について検討する。

　事業の方向性
現在までに市長への委員会からの提言、市民を対象にアンケート調査を
実施しその結果を議会へ報告、広報誌により市民への周知をおこなった。
今後、アンケート結果をもとにさらに議論を深め検討していきたい。

外部評価委員の意見
学校の建て替えは難しいので、耐震化計画と関連付けて検討してもらい
たい。

生 徒 指 導
推 進 事 業

　目　　　的
・学校・家庭・地域・関係機関等の生徒指導に関する連携を推進しながら、
よりよい生徒体制の確立を図る。

・いじめ問題、不登校問題についてのよりよい解決を図る。

　効　　　果
・諸関係機関との連携体制がつくられ、よりよい解決に向けての体制づく
りができた。

外部評価委員の意見
・子供の心に寄り添う心に届く生徒指導をしてもらいたい。
・SSW の充実は県下一であり、学校・行政良くタイアップしている。

中 学 校 耐 震
補 強 事 業

　目　　　的
児童生徒等の安全を確保するとともに、地域住民の応急避難場所として
の役割も果たすことから、その耐震性能の確保、老朽施設の質的整備を
図る。

　事業の方向性
耐震診断は平成 21 年度までに完了予定である。優先順位の見直しを行い、
耐震計画を策定し、耐震化を推進する。

外部評価委員の意見
児童・生徒の安全確保の点から、早急に実施しなければならない。耐震
補強工事では、思い出の校舎の外観が全く変わってしまうような事がな
いよう工事に工夫してもらいたい。

志 布 志 市 教 育 委 員 会 の 外 部 評 価 を 公 表 し ま す



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

（No.047/2009-11）

　お便りをくださった方の中
から抽選でひまわり券 5枚と、
岡留グループから「さつまあげ」
と「安楽温泉入浴券2枚」のセッ
トを 5 人の方にプレゼントし
ます。（発表は発送をもってか
えさせていただきます）

読者プレゼント

西留さん（88 歳）　　　　　　　　　　　　　　　　松山町新橋
　西留さんは毎朝 10 分程かけてオリジナルのストレッチ運動を行います。
そのおかげで、いまでも立ったまま両手を地面に付けられる程体が柔らかい
といいます。そして、1時間かけて新聞を読み、具だくさんのみそ汁を中心に
した朝食を作ります。そして、午前中は 90 分の農作業をします。
　35 歳の時に妻を亡くし、その後再婚をしたのですが別々の母親から生まれた 5
人の子どもたちが皆、同じように成長したのが何よりも嬉しいといいます。
　6年前に胃を 3/4 切除する手術を大阪の娘婿の病院で行いました。毎年 2回の定
期検診に大阪に通うのも楽しみのひとつで「とてもありがたいことです」と言い
ます。現在は、栄養や塩分の取りすぎに注意した食事を行い、飲酒は 1合の半分
程度をジュースで割って飲み体調は良好だといいます。
　昨年、米寿のお祝いを志布志湾大黒リゾートホテルで子や孫、曾孫等 27 人が集
まり盛大に行ったのが忘れられないといいます。
　子どもや孫のために家庭菜園と 30 アールの水田を作り、毎年米や季節の野菜を
送るのを楽しみに「身体に注意して、無理をせず、年寄りは良い友人が必要」と
楽しく元気に暮らしています。

　　　康
こうしろう

士朗ちゃん（1歳 2か月）
（志布志町志布志）

父　一樹さん　　母　周子さん

　車と、おじいちゃんと、ヨーグルトが
大好きです。
　お父さんが帰ってくると「とっとっと」
と言いながら、どこまでも追いかけてい
きます。
　ご飯をたくさん食べて、心も体も丈夫
な子に育ってね。

　　　　　（両親より）

　　　樹
じゅな

奈ちゃん（5歳）　　（有明町野井倉）
　　　琉

る い

碧ちゃん（2歳）
父　秀人さん　母　久代さん

　いつもお手伝いをしてくれて、弟思いの樹
奈♡
　やんちゃだけど、時には優しいところを見
せてくれる琉碧♡
　毎日、けんかがたえないけど、いつまでも
仲良くネ！！　　　　　　　　　　（両親より）

市
民
の
広
場

今
月
の
「
題
字
」

　

潤
ケ
野
小
学
校
６
年　
　
　

明
代
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

怜
奈
さ
ん

　

潤
ケ
野
小
学
校
は
現
在
児
童
数
39
人

で
、
３
・
４
年
生
、
５
・
６
年
生
は
複
式
学

級
で
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、
題
字
を
書
い
た
の
は
算
数
が
好

き
な
山
尾
さ
ん
と
将
来
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う
新
地
さ

ん
。
上
級
生
と
し
て
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
と

も
に
下
級
生
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で
生
活
し

て
い
る
の
で
、１
・
２
年
生
生
活
科
の
「
秋

を
探
そ
う
」
で
は
、
学
校
周
辺
の
色
づ
い

た
木
々
や
「
あ
け
び
」「
イ
チ
ジ
ク
」
な

ど
を
見
つ
け
て
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
夏
前
に
蒔
い
た
大
豆
が

収
穫
の
時
期
に
な
り
、大
豆
を
使
っ
て「
き

な
こ
」
や
「
豆
腐
」
づ
く
り
に
挑
戦
し
よ

う
と
現
在
、
思
案
中
で
す
。

笑顔いっぱい！とても仲の良い5・6年生の児童
（山尾さん後列右端、新地さん前列右から2人目）
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写真のさつま揚げと安楽温泉の
入浴券 2 枚を抽選で 5 人の方
にプレゼント！

鹿児島県漁業振興大会水産物品評会
にて岡留蒲鉾本舗の「志布志の鱧天
（はもてん）」が〝平成 21 年度農林

水産大臣賞最高賞〟を受賞いたしま
した。（鱧天は安楽温泉売店でも販
売しています 10:00 ～ 22:00）

ホームページアドレス  http://www.okadome.jp

読者プレゼント

　　　陸
りくや

矢ちゃん（2歳）　　　（松山町尾野見）
父　洋二さん　　母　直美さん

　タイヤショベルに乗るのが大好きなりくや！
　保育園から帰ると毎日のように牛舎に行き、
じいちゃんと一緒にタイヤショベルに乗って遊
ぶのが大好き。
　いつも笑顔で、明るく、元気いっぱいあそん
でね！
　　　　　　　　　　　　　　　　（両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

岡留グループ
株式会社岡留蒲鉾本舗　℡0120-616605（フリーダイヤル）
岡留屋本店　　　　　　℡ 099-472-0028
安楽温泉　　　　　　　℡ 099-473-3468

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す

●志布志高校●安楽温泉
　（岡留蒲鉾本舗）

←有明 串間→220

麻
ま い こ

衣子さん（松山町）	　22 歳
勤務先：志布志保育園
趣味：音楽鑑賞・ショッピング
理想の異性：やさしくて、おもしろい人
今のお仕事はどうですか：
　毎日、可愛い子どもたちと一緒に遊び、子どもたちの笑顔に癒され、
元気をもらいながら、楽しく働いています。明るく、楽しい先生方に囲
まれ日々勉強させていただき、楽しい仕事をしています。
先輩から一言（岡元浩子さん）：
　常に明るい笑顔で子どもたち一人ひとりの気持ちを大切に日々接して
いる姿、思わず笑みがこぼれます。
　子どもたちの成長をともに感じ、喜びながら、これからも職員皆で頑
張っていきましょうね。



短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

待
ち
わ
び
し
い
雨
の
音
き
く
朝
ぼ
ら
け
歓
喜
の
歌
と
も
蛙
呼
び
合
う 

畑
山
み
つ
き

�
生
り
の
色
づ
く
み
か
ん
仏
前
に
供
ふ
る
奥
に
亡
妻
の
声
す
る 

福
元　
　

忍

台か

ぜ風
も
来
ず
お
だ
や
か
な
日
和
に
恵
ま
れ
て
豊
穣
満
作
い
く
年
ぶ
り
よ 

徳
田　

将
人

背
の
丈
に
揺
る
る
一
群
女
郎
花
み
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
宵
に
沈
み
ぬ 

矢
野　

む
つ

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
視
線
集
め
る
組
体
操
三
段
タ
ワ
ー
の
生
徒
は
凛
々
し 

野
口　
　

嵐

紺
碧
の
空
を
飛
び
行
く
白
鷺
の
光
を
浴
び
て
ま
ぶ
し
き
程
に 

川
崎　

サ
チ

在
り
し
日
に
夫
の
好
み
し
ロ
ー
シ
ョ
ン
の
香
り
な
つ
か
し
行
き
ず
り
の
人 

澤
津
川
順
子

ひ
ぐ
ら
し
が
忙
し
く
鳴
き
て
甘
柿
に
食
ら
い
付
い
て
た
幼
き
日
々
よ 

萩　
　

幸
子

四
十
年
二
人
三
脚
し
た
よ
う
な
丸
き
背
中
の
共
白
髪
と
な
る 

木
下
マ
キ
子

小
人
と
君
子
が
喧
嘩
し
た
時
必
ず
勝
つ
は
小
人
と
い
う 

磊　
　

慈
仁

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

柿
熟
れ
る
兆
し
を
鳥
の
見
逃
さ
ず�

本
村　

湧
水

海
鬼
灯
唇
に
感
触
戻
り
け
り�

坂
本　

順
子

白
萩
の
枯
山
水
に
枝
垂
れ
け
り�

春
日　

ふ
く

傍
ら
に
夫
の
寝
息
や
鉦
叩�

八
久
保
千
鶴
子

近
道
は
草
の
茂
り
て
遠
回
り�

坂
元　

幸
子

飛
ん
で
来
る
度
に
歓
声
鬼
や
ん
ま�

本
村
多
可
子

縁
側
に
一
人
の
席
の
良
夜
か
な�

飯
野
澄
美
子

里
帰
り
出
産
を
し
て

　

今
年
の
夏
に
隣
県
宮
崎
で
里
帰
り
出

産
を
し
ま
し
た
。
志
布
志
市
は
、
妊
婦

検
診
の
助
成
額
が
高
く
、
地
元
の
マ
マ

友
か
ら
、
と
て
も
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ

ま
し
た
。

　

市
町
村
に
よ
り
、
助
成
額
が
ま
ち
ま

ち
だ
と
い
う
こ
と
に
も
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
志
布
志
市
の
お
か
げ
で
負
担

が
少
な
く
、
ま
た
出
産
後
も
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
が
活
発

な
こ
と
か
ら
、
志
布
志
市
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
も
更
な

る
子
育
て
支
援
の
充
実
と
、
10
年
後
、

20
年
後
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

（m
am

aikuko 
27
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
出
産
や
育
児
に
は
お
金
が
か
か
り

ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
「
子
育
て
す
る

環
境
」
も
と
て
も
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
充
実
は

も
ち
ろ
ん
、
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

等
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

自
然
と
の
共
存

　

わ
が
家
は
、
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
せ

い
か
、
去
年
の
今
ご
ろ
猿
が
４
～
５
回
ほ

ど
裏
山
の
木
の
実
を
食
べ
に
き
ま
し
た
。

　

窓
か
ら
見
た
木
の
実
を
食
べ
る
猿
は

と
っ
て
も
可
愛
ら
し
く
、
ま
た
、
今
年
も

や
っ
て
こ
な
い
か
し
ら
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
も
し
、
関
係
機
関
に
捕
獲
さ

れ
た
ら
殺
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
と
か
わ
い
そ
う
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
捕
獲
し
た
猿
は
ど
ん
な
運

命
を
た
ど
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
秋
川
き
よ
し
82
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

自
然
環
境
が
少
な
く
な
り
、
餌
を
求

め
て
人
里
に
現
れ
る
猿
や
タ
ヌ
キ
等
が

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
物
は
農
作
物
に

深
刻
な
被
害
を
与
え
る
害
獣
と
な
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
可
哀
想
で
す

が
、
処
分
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
猿

に
限
ら
ず
、
野
生
動
物
を
餌
付
け
す
る

こ
と
は
、
人
に
対
す
る
警
戒
心
が
な
く

な
り
人
里
に
お
り
て
き
て
、
そ
れ
ま
で

人
里
で
暮
ら
し
て
い
た
他
の
動
物
の
生

態
系
ま
で
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
野

性
で
生
き
て
い
く
力
ま
で
奪
う
事
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
餌
を
あ
げ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
自

然
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
今
月
は
8
通
の
お
便
り
を
頂
き
ま
し

た
。
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
ひ
ま
わ
り
券

と
焼
酎
セ
ッ
ト
）
を
抽
選
で
５
人
の
方

に
送
り
ま
す
。

2009.11 ■市報しぶし　��

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

題
「
名め
い
し刺
」　

社し
ゃ
ち
ょ長
い
成な

っ
名め
い
し
く
ば

刺
配
い
が
癖く
せ

い
な
っ 

丸
目
南
兵
衛

題
「
約や
っ
じ
よ束
」　

割わ

り
勘か
ん

の
約や
っ
じ
ょ束
を
酔と

ら漢
は
け
忘わ
す

れ
っ 

野
崎　

満
男

題
「
十じ
ゅ
ご
や

五
夜
」
爺じ
ば
ば婆
ず
い
引そ

び張
っ
弾は
ず

ん
だ
十じ
ゅ
ご
や
つ
な

五
夜
綱�

畑
山　

敏
昭

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

ふ
く
れ
菓
子
ど
こ
か
で
亡は

は母
の
声
が
す
る�

永
山　

又
生

ふ
る
さ
と
や
変
ら
ぬ
も
の
は
青
田
風�

坪
田　

秀
邑

コ
ン
パ
ス
で
貴
方
の
心
計
り
た
い�

若
松
田
鶴
子

村
一
番
の
コ
ン
パ
ス
の
円
盆
踊
り�

吉
田　

十
二

ケ
イ
タ
イ
も
コ
ン
パ
ス
も
無
用
秋
晴
で
す�

暉
峻　

康
瑞

蝉
の
穴
ふ
と
立
ち
ど
ま
る
余
生
か
な�

天
水
美
保
子

古
机
定
規
コ
ン
パ
ス
地
虫
鳴
く�

東
平　

要
一

秋
に
入
る
独
居
の
だ
れ
か
れ
へ
電
話
す
る�

肱
岡
ち
か
子

コ
ン
パ
ス
で
原
型
を
書
く
冬
帽
子�

山
本
せ
つ
子

我
が
愛
を
受
け
と
め
て
み
よ
曼
珠
沙
華�

岩
根　

長
初

コ
ン
パ
ス
を
ぐ
る
り
と
大
和
盆
地
か
な�

肥
後　

洋
子

円
書
い
て
あ
の
日
の
出
来
事
許
し
て
い
る�

藤
後
む
つ
子

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

手
作
り
の
食
事
う
れ
し
い
母
の
味 

江
藤　

房
子

子
は
巣
立
ち
二
人
の
食
事
ハ
シ
の
音 

赤
池　

忠
重

来
客
の
チ
ャ
イ
ム
へ
食
事
あ
わ
て
さ
せ 

高
田　

昭
秋

二
人
分
多
く
作
ら
ぬ
エ
コ
食
事 

上
東
マ
キ
エ

食
事
会
欲
丸
出
し
の
バ
イ
キ
ン
グ 

内
山　

幸
夫

食
事
時
黙
っ
て
食
え
と
そ
の
昔 

末
永　

一
雄

大
物
が
続
々
落
ち
た
総
選
挙 

福
山　

吉
連

大
物
も
選
挙
に
落
ち
て
た
だ
の
人 

高
田　

秀
雄

こ
の
人
を
守
る
と
き
め
て
六
年
目 

森　
　

幸
子

気
前
よ
く
散
財
の
付
け
妻
に
行
き 

坂
元　

俊
幸

10 月に行った５歳児歯科健
診でむし歯も処置歯もなかっ
た子どもたちです。

佳
よしたか

嵩ちゃん

花
も も か

百佳ちゃん

七
な な ひ

斗ちゃん

拓
た く み

海ちゃん

流
り せ

世ちゃん

太
たいよう

陽ちゃん 貴
たかのぶ

伸ちゃん

眞
ま お

央ちゃん 幸
ゆ き え

絵ちゃん

春
は る た

太ちゃん 奈
な つ き

月ちゃん

琉
りゅうせい

聖ちゃん

海
か い ひ

渡ちゃん

明
あ か り

莉ちゃん祐
ち ほ

保ちゃん

翔
しょうや

哉ちゃん

太
たいちろう

一朗ちゃん

真
ま い

慈ちゃん

琉
る な

那ちゃん

悠
ゆ う ひ

斗ちゃん 彩
さ き み

葵海ちゃん

裕
ゆ う き

暉ちゃん一
い つ き

輝ちゃん

咲
さ き か

花ちゃん

陽
ひ よ り

和ちゃん

匠
しょう

ちゃん

虹
な な ひ

斗ちゃん

菜
な つ み

摘ちゃん

輝
こうせい

星ちゃん 鈴
り ん か

花ちゃん りあんちゃん

秋も深まりました

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku  *2009.11
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平成 22 年 1 月 31 日（日）は
志布志市長・市議会議員選挙の
投票日です！
　平成 22 年 2月 11 日任期満了に伴う志布志市長・市議会議員選挙の投票日が平成 22 年 1月 31 日（日）に決ま
りました。選挙の日程等は次のとおりです。
■選挙期日の告示日	 平成 22 年 1月 24 日（日）
■立候補届出受付	 平成 22 年 1月 24 日（日）　8:30 ～ 17:00
■期日前・不在者投票	 平成 22 年 1月 25 日（月）～ 1月 30 日（土）　8:30 ～ 20:00
■投　　　票　　　日	 平成 22 年 1月 31 日（日）　7:00 ～ 19:00 ※
※志布志地区の四浦地域ふれあいセンターは 18 時まで
　なお、市議会の議員定数は現行の 33 人から９人減の 24 人となり、旧町ごとの選挙区はありません。

立候補予定者説明会について
　志布志市長・市議会議員選挙の立候補予定者に対する説明会を次のとおり開催します。
　立候補を予定されている方は定刻までにご参集ください。なお、１候補者につき、候補者を含め３名まで出席す
ることができます。（当日、立候補予定者が出席できない場合は、代理の方の出席をお願いいたします。）
■日時　　平成 21 年 12 月 3日（木）　10 時　　■場所　有明農村環境改善センターホール（市役所本庁隣）
■持参するもの　　印鑑（代理人が出席される場合は、立候補予定者と代理人の両方の印鑑が必要です。）
※詳しくは志布志市選挙管理委員会にお問い合わせください。
■志布志市選挙管理委員会事務局　〒 899-7492　志布志市有明町野井倉 1756 番地
　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 099-474-1111（内線 356 又は 352）

悪
質
な
訪
問
販
売
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
に
は
、
勧
誘
員
が
住
宅
を
訪

問
す
る
以
外
に
も
次
の
よ
う
な
販
売
形
式

も
含
ま
れ
ま
す
。

■�

催
眠
商
法�

（
は
い
は
い
学
校
と
呼
ば

れ
る
も
の
）

■�

点
検
商
法　

正
し
い
業
者
を
装
い
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
を
「
無
料
点
検
で
す
」
と
偽

り
「
水
が
汚
れ
て
い
る
の
で
健
康
に
悪

い
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
必
要
の
な

い
工
事
の
契
約
を
結
ば
せ
る
も
の
。

■�

霊
感
商
法 

無
料
の
姓
名
判
断
で
誘
い

「
こ
の
ま
ま
で
は
病
気
に
な
る
」
ま
た

は
「
病
気
が
治
る
」
な
ど
と
真
実
で
は

な
い
事
を
告
げ
不
安
を
あ
お
り
高
額
な

印
鑑
、
数
珠
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
掛
け

軸
な
ど
を
購
入
さ
せ
る
も
の
。

■�

「
健
康
教
室
」
を
謳う

た

い
最
終
的
に
は
治

療
器
と
呼
ば
れ
る
高
額
な
商
品
、
健
康

食
品
な
ど
を
購
入
さ
せ
る
も
の
。

■ 

「
無
料
の
景
品
」
で
誘
い
、考
え
て
も
い

な
か
っ
た
購
読
契
約
を
結
ば
せ
る
も
の
。

　

紹
介
し
た
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
悪
質

な
例
が
あ
り
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
の
特
徴

■�

販
売
目
的
を
告
げ
な
い
で
訪
問
す
る

（
販
売
目
的
を
告
げ
な
い
で
訪
問
す
る

こ
と
は
違
法
で
す
。）

■
契
約
を
急
が
せ
る

■
長
時
間
の
勧
誘
を
続
け
る

■
帰
っ
て
ほ
し
い
と
告
げ
て
も
帰
ら
な
い

　

な
ど
の
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
は
、
お
金
、
健
康
、
孤
独
の

三
つ
を
抱
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

販
売
員
は
、
そ
の
気
持
ち
を
つ
い
て
親
切

を
装
い
優
し
い
言
葉
で
勧
誘
し
て
き
ま
す
。

　

必
要
の
な
い
も
の
は
「
必
要
な
い
」「
い

ら
な
い
」
と
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

相
談
は
若
年
層
か
ら
高
齢
者
ま
で
で
す

が
、
高
齢
者
は
、
住
宅
に
ひ
と
り
で
い
る

こ
と
が
多
く　

悪
質
業
者
の
的
に
な
っ
て

し
ま
う
例
が
多
い
よ
う
で
す
。

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
相
談
は
何
も
恥
ず
か
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
不
安
な

時
は
遠
慮
し
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

巡
回
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
近

く
で
開
催
さ
れ
た
と

き
は
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
相
談
日
程
に
つ

い
て
は
最
終
ペ
ー
ジ

の
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 284）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 321）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消
費
生
活
相
談
員
便
り
vol.3

申
し
訳
あ
り
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に

つ
き
ま
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は

ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。
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田之浦「夜神楽」
　田之浦山宮神社保存会では、
下記のとおり夜神楽を行います。
■日時　11 月 28 日（土）
■時間　16:00 ～ 21:30
■場所　田之浦ふるさと交流館及び山宮神社
■その他
●寒い季節ですので、温かい服装でいらしてください。
●夜店では、うどん、そば等の販売も行っています。
●「子ども神楽」は早い時間帯に行います。

■主催　志布志Ｉ（愛）プロジェクト協議会
　　　　JR日南線利用促進連絡協議会、JR 九州宮崎総合鉄道事業部
■参加対象者　男性・女性共に 25 歳以上の独身の方
■募集人数　男性 20 人、女性 20 人
■参 加 費　男性　3,000 円　女性　2,500 円
　　　　　　　（往複の JR 乗車料含む）
■募集期限　12 月 4日（金）まで
　※先着順になりますのでお早めにお申し込みください。

■内容　豪華バイキング、ミニゲーム、レクリェーションほか
※アルコール有（飲酒運転は法律で禁止されています）
　優しい木々の香りを感じながら、癒しのリゾートホテル
で行われるパーティーに参加してみませんか？
宮崎市方面からの参加もあり、たくさんの出会
いが待っています。ご応募お待ちしております。
■申し込み・問い合わせ先
　市役所企画政策課　℡ 474-1111（内線 252・256）

癒しの森のＸ’ mas　party ～Lov
e tr

ain　to　北郷～
■日時　12 月 13 日（日）　午前８時 30 分受付
　　午前 9時志布志駅出発
　　午後６時 40 分志布志駅到着解散

■場所　ホテル北郷フェニックス
　℡ 0987-55-3333（日南市北郷町）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市の人口　　9月 30 日現在
人　口	 34,467 人	 	 （△ 15）
男　性	 16,236 人	 	 （△ 3）
女　性	 18,231 人	 	 （△ 12）
転　入	 76 人	 　転　出	 　72 人
出　生	 22 人	 　死　亡	 　41 人
世帯数	 15,668 戸	 	 （△ 11）

 志布志港　平成 21 年 8月分

　①入港隻数	 	 58 隻
　　（日本 0、外国 58）
　②輸出	 7 億 97 百万円
　③輸入	 85 億 16 百万円

資料　鹿児島税関支署



ストップ滞納
■問い合わせ先　本庁税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152）

　市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々な取組を行っ
ています。
　特に、悪質滞納者（納入意識が極端に低い者）には、今後も以下のような厳格・公正
な滞納処分を実施し、滞納税額の圧縮を図ってまいります。

   差押を実施した人数　１３７人１３７人
（平成 21 年４月～平成 21 年 10 月４月～平成 21 年 10 月月～平成 21 年 10 月10 月月）

■差押の内容　●給与　20 人　●預貯金　33 人　●不動産　44 人　●債権　39 人　●動産　1 人

■タイヤロックによる差押予告書の発送（随時）　■過年度滞納者への差押予告書の発送（随時）
※納税は国民の三大義務のひとつです。税金は、国及び地方公共団体の財政収入の大部分を占め、国及び地方
公共団体の活動の基礎をなすものであることから、税金の徴収は、国及び地方公共団体の財政力を確保する上
で最も重要性を有するものです。
　また、税負担の公平性という考え方からも、納税は極めて重要であり、税債権を確保するために差押や納税
義務の拡張などさまざまな内容を強制的に執行することができます。

��　市報しぶし■ 2009.11

　　今月の納税 納付期限　11 月 30 日（月）　口座振替日　11 月 25 日（水）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

 固定資産税（4 期）　　国民健康保険税（7 期）
 介護保険料（7 期）　　後期高齢者医療保険料（7 期）
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酒
類
を
製
造
す
る
に
は
税
務
署
長
の

免
許
が
必
要
で
す

　

酒
税
法
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
一
度
以
上
の

飲
料
を
酒
類
と
し
て
い
ま
す
。

酒
類
を
製
造
す
る
場
合
は
免
許
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
免
許
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

①　

 
酒
場
・
料
理
店
等
で
、
客
の
求
め
に
応
じ

カ
ク
テ
ル
等
を
作
る
場
合

②　

 

消
費
者
が
自
分
で
飲
む
た
め
に
、
酒
類
に

他
の
物
品
を
混
和
し
て
梅
酒
等
を
作
る
場

合

　

こ
の
場
合
、
混
和
前
の
酒
類
が
ア
ル
コ
ー
ル

分
20
度
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
や
使
用
で
き

る
物
品
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
無
料
で

あ
っ
て
も
他
人
に
飲

ま
せ
た
り
譲
渡
し
た

り
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

※�

果
実
で
あ
っ
て
も
ぶ
ど
う
を
使
っ
た
自
家
製

酒
は
違
法
で
す
。

　

酒
類
製
造
免
許
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務

署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
隅
税
務
署

　

℡
０
９
９
ー
４
８
２
ー
０
０
０
７

　

※
自
動
音
声
案
内
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１．償却資産とは
　会社や個人で工場や商店などを経営している方や、駐車
場やアパートなどを貸し付けている方が、その事業のため
に用いている構築物・機械・工具・器具・備品等の固定資
産税を償却資産といい、土地・家屋と同じように固定資産
税が課税されます。
　ただし、鉱業権・漁業権・特許権などのような無形固定
資産、自動車税の課税対象となっている自動車・トラクター
等は課税の対象となりません。
　なお、「事業のために用いている」とは、所有者がその
償却資産を自己の営む事業のために使用する場合だけでな
く、事業として他人に貸し付ける場合も含めます。
２．申告について
①	　地方税法第 383 条の規定により、賦課期日現在で、事業
用の償却資産を所有している方は、その所在、種類、取得
時期及び取得価額等について申告が義務づけられています。
②	　志布志市においては、申告書に同封している「償却資
産種類別明細書」に変更となった耐用年数を書き入れ、
申告していただくことにより、該当資産を把握させてい
ただく予定です。
③	　申告期限につきましては、1 月 31 日（土・日・祝日

の場合は、翌開庁日）までとなっております。
　  　なお、法定の申告期限は毎年 1 月 31 日ですが、誠に

勝手ながら事務処理の都合上、できるだけ早めに提出く
ださるようご協力をお願いいたします。
④申告の流れについては以下のとおりです

　

３．償却資産の種類と具体例

■固定資産税：償却資産一部改正について
　平成 20 年 9 月 22 日に償却資産に伴う耐用年数が 390
区分から 55 区分へ改正され、今まで細かく分けられてい
た耐用年数が、大きくまとまりました。
　なお、この改正による耐用年数に応じた定率法による減
価率、減価残存率は変わることはございません。
※	平成 18 年度から国税資料の閲覧が可能になっておりま
すので、こちらから、申告書を発送する場合がございま
すがご了承ください。
※	不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。
■問い合わせ先　市役所税務課固定資産税係　
　　　　　　　　℡ 474-1111（内線 154 ～ 156）

固定資産税：償却資産の申告をお忘れなく！
資産の種類 主な償却資産の例示
１　構築物 ネオンサイン・屋上看板等の広告設備・舗装路面

（駐車場舗装）・庭園・門・塀・緑化施設等の外溝
工事・その他土地に定着する土木設備・電気設備・
給排水設備・衛生設備・消火設備・ビニールハウス・
店舗内装設備等のうち固定資産税について家屋と
して取り扱わなかったもの　等

２　機械及
　　び装置

工作機器・木工機器・印刷機械・土木建設機械・
食品製造加工設備・トラクター（ナンバープレー
ト無）等の農業用機械・その他各種製造設備等の
機械及び装置　等

３　船　泊 貨物船・客船・ボート　等
４　航空機 飛行機・ヘリコプター・グライダー　等
５　車両及
　　び運搬具

フォークリフト等の大型特殊自動車・その他運搬
車（自動車税・軽自動車税の課税対象となるもの
は該当しません。）

６ 　工具、器
　　具及び
　　備品

パソコン・陳列ケース・医療機器・測定工具・金型・
理容及び美容機器・エアコン・応接セット等の家具・
ビデオ機器・カラオケ等音響機器・自動販売機　等

12 月中旬 1 月 31 日迄 5 月中旬
申告書発送 申告書提出 納付書発送→ →

平成21年度 滞納処分等実施状況について

[　捜索の実施について　]
　10 月某日、志布志市として２回目の捜索を実施し、約 120 品目 250 点の動産差押を執行しました。
　これらの動産は、後日、インターネット公売や公売会などにより換価（お金に換えること）し、滞納している税金
に充てる予定としています。
　なお、インターネット公売や公売会等の開催については、広報やホームページ等にてお知らせする予定です。
※	捜索とは、国税徴収法第 142 条に基づく調査であり、相手の意思に関係なく行なうことができる「強制調査」です。
滞納者が使用している住宅、事務所、工場や店舗などが対象となり、施錠してある建物や金庫なども開錠しない場
合は、強制的に開錠することができます。

※捜索により差し押さえられた物品の一例



当初２年固定　１．３５％
当初３年固定　１．４０％
当初５年固定　１．５０％

当初10年固定　２．０５％
当初15年固定　２．７０％
当初20年固定　２．９０％

※金利は平成 21 年 11 月 1日現在です

お問い合わせ先　 ℡099-482-6807（本　　所）
　　　　　　　　　　　 　099-487-2323（松山支所）
　　　　　　　　　　　 　099-472-1362（志布志支所）

※給与又は公共料金3件以上の振込みを指定されますと更に0.2％軽減致します！
　特約終了後は、更にその時点の基準金利から 0.9％軽減致します！

休 日 ロ ー ン 相 談 会 開 催
松 山 支 所 ：毎月第３日曜日にローン相談会を開催致します。
志布志支所 ：毎月第４日曜日にローン相談会を開催致します。

そお鹿児島農業協同組合

広告

特賞 旅行クーポン券  ３万円相当 １０本
１等 5,000円相当の牛肉セット ４０本
２等 3,000円相当の黒豚セット １００本

キャンペーン期間11／2（月）～12／30（水）

広告
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■と　き　12月6日（日）　受付：13時から（開始14時）
■ところ　志布志市押切東自治公民館
■受講料（写真・送料込み）　更新 9,000 円　失効 15,000 円
※写真は当日会場で撮影します。
■必要書類　①ボート免許証・ボールペン
※「ボート免許」記載の住所が変更している場合、本籍地
　記載の「住民票」1 通が必要です。（市町村合併で変更
　の場合は不要です。）
※定員の関係上、お早目の電話予約を！
■問い合わせ先　鹿児島海技免許センター　☎099-224-6180

ボート免許の更新・失効講習ボート免許の更新・失効講習

広告
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農
地
法
が
か
わ
り
ま
す

　

今
ま
で
の
農
地
の
所
有
か
ら
利
用
へ

の
転
換
を
は
か
り
、
担
い
手
へ
の
集
積
、

遊
休
農
地
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
平
成
21

年
12
月
に
農
地
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

■
主
な
改
正
点

●
農
地
の
利
用
権
設
定
は
農
業
生
産
法

人
以
外
の
法
人
等
の
貸
借
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

●
農
地
の
効
率
的
利
用
に
支
障
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
農
業
委
員
会
が
許
可
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
農
地
の
賃
貸
借
の
存
続
期
間
に
つ
い

て
、
最
長
20
年
か
ら
50
年
ま
で
可
能
と

な
り
ま
す
。

●
農
地
の
違
反
転
用
に
つ
い
て
、
法
人

の
違
反
転
用
に
対
す
る
罰
則
の
強
化
、

都
道
府
県
知
事
な
ど
に
よ
る
行
政
代
執

行
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

●
農
地
転
用
の
規
制
の
厳
格
化
。

●
相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得

し
た
者
は
農
業
委
員
会
に
そ
の
旨
を
届

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
農
業
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
農
業
委
員
会
事
務
局

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１

　
　
（
内
線
３
０
１
～
３
０
３
）

●
農
業
委
員
会
有
明
分
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
４
４
）

●
農
業
委
員
会
志
布
志
分
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
４
５
）

畜
産
公
害
防
止
に
つ
い
て

　

飼
料
作
物
の
秋
冬
作
の
作
付
け
時
期

と
な
り
、
堆
肥
舎
等
か
ら
堆
肥
を
畑
に
散

布
す
る
作
業
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

作
業
を
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
点
に

十
分
留
意
し
て
地
域
と
調
和
し
た
畜
産

経
営
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。

●
畑
に
散
布
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か

に
耕
運
し
て
く
だ
さ
い
。

●
畑
に
一
時
保
管
す
る
場
合
に
は
、
ビ

ニ
ー
ル
等
で
覆
い
流
出
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

●
堆
肥
（
ス
ラ
リ
ー
）
の
運
搬
時
は
、

道
路
へ
の
飛
散
や
流
出
し
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
道
路
に
、

堆
肥
が
こ
ぼ
れ
た
場
合
は
直
ち
に
清
掃

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
堆
肥
（
ス
ラ
リ
ー
）
等
が
施
設
外
へ

流
出
し
な
い
よ
う
に
十
分
管
理
し
て
く

だ
さ
い
。
万
一
、
山
林
や
河
川
へ
不
法

流
出
す
る
と
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
畜
産
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

（
内
線
４
４
２
・
４
４
３
）

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

農
地
法
等
に
基
づ
く
利
用
権
設
定
の
お

願
い
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
畑
か
ん
事
業
の
中
で
認

定
農
業
者
等
の
担
い
手
農
家
の
皆
様
の

農
用
地
利
用
集
積
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
「
畑
か
ん
対
象

地
区
の
事
業
完
了
年
度
ま
で
に
、
担
い

手
農
家
の
経
営
農
地
面
積
を
概
ね
30
㌫

ま
で
増
や
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
で
す
。（
※
事
業
完
了
年
度
は
、
曽

於
東
部
地
区
が
平
成
23
年
度
で
す
。）

　

現
時
点
で
、
曽
於
南
部
地
区
（
有
明

地
区
）は
目
標
値
を
達
成
し
た
も
の
の
、

曽
於
東
部
地
区（
松
山
地
区
、
志
布
志
地

区
）で
は
目
標
値
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
経
営
面
積
の
調
査
に
つ
き
ま
し

て
は
、
農
業
委
員
会
の
農
家
台
帳
で
確

認
し
て
お
り
ま
す
が
、
農
地
法
及
び
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
以
下
、
農

地
法
等
）
に
よ
る
利
用
権
設
定
の
手
続

き
を
行
わ
ず
に
、
個
人
間
で
口
頭
に
よ

り
貸
し
借
り
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
個

人
間
で
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
て
い
る

場
合
な
ど
は
、
担
い
手
農
家
が
借
り
て

実
際
に
耕
作
さ
れ
て
い
て
も
、
農
家
台

帳
へ
の
記
載
が
な
い
た
め
に
経
営
面
積

に
加
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

担
い
手
農
家
の
皆
様
に
は
、
農
用
地

の
集
積
・
規
模
拡
大
等
に
鋭
意
取
り
組

ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
安
定
し

た
営
農
計
画
を
策
定
す
る
場
合
の
農
用

地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
は
、
農
地
法

等
に
基
づ
く
利
用
権
設
定
か
ら
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

農
用
地
を
貸
し
借
り
さ
れ
る
場
合
に

は
、
必
ず
農
業
委
員
会
で
農
地
法
等
に

基
づ
く
利
用
権
設
定
の
手
続
き
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
畑
か
ん
水
利
用
推
進
と
農
用

地
利
用
集
積
事
務
の
た
め
に
、
職
員
が

戸
別
訪
問
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
畑
か
ん
事
業
へ
の
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
農
政
課
畑
か
ん
推
進
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
３
１
）

●
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
３
０
２
）

I L L U M I N A T I O N
S H I B U S H I 2 0 0 9
■点灯式　11 月 28 日（土）　午後 5 時 30 分～
■場　所　鉄道記念公園（アピア隣）
■点　灯　午後6時～11時　1月10日（日）まで
　　　　　（クリスマス、正月は朝まで点灯）
■問い合わせ先　志布志市商工会　℡ 472-1108

今年も 12 万球のイルミネーションが〝しぶし〟の夜を彩ります

市
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て

　

太
平
洋
戦
争
等
に
殉
ぜ
ら
れ
た
本
市

出
身
の
戦
没
者
に
対
し
ま
し
て
、
追
悼

の
誠
を
さ
さ
げ
る
た
め
、
平
成
21
年
度

志
布
志
市
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま

す
。

　

遺
族
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の

皆
様
方
の
多
数
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
す

よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
21
年
11
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　

受
付　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　

開
式　

午
前
10
時

■
場
所　

志
布
志
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

■
そ
の
他　

戦
没
者
追
悼
式
の
所
要
時

間
は
、
約
１
時
間
で
す
。
ま
た
、
追
悼

式
終
了
後
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
８
師

団
の
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
が
あ
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
福
祉
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
６
０
）

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
侵
入
防
止
に
つ
い
て

　

本
年
も
渡
り
鳥
の
本
格
的
な
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

海
外
か
ら
侵
入
す
る
危
険
性
が
高
ま
る

こ
と
か
ら
、
今
年
も
10
月
か
ら
来
年
５

月
ま
で
「
飼
養
衛
生
管
理
基
準
遵
守
強

化
期
間
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
万
が

一
、
発
生
す
る
と
鶏
の
殺
処
分
や
鶏
等

の
移
動
制
限
等
あ
り
影
響
は
甚
大
で
す
。

鶏
等
を
飼
っ
て
い
る
方
は
次
の
対
策
を

十
分
講
じ
て
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
侵
入
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
愛
玩
等
や
小
規
模
な
飼
養
者
に

お
い
て
も
放
し
飼
い
の
防
止
や
飼
養
衛
生

管
理
基
準
を
参
考
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
侵
入
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■�

鶏
舎
（
鶏
小
屋
）
に
は
２
セ
ン
チ
角

以
下
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
ゆ
っ
た
り
と

垂
ら
す
よ
う
に
隙
間
な
く
張
り
ま

し
ょ
う
。

■�

鶏
舎
（
鶏
小
屋
）
の
隙
間
は
金
網
や

ト
タ
ン
で
塞
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■�

鶏
舎
（
鶏
小
屋
）
周
辺
、
農
場
敷
地

周
縁
及
び
農
場
内
道
路
へ
消
石
灰
を

散
布
し
て
消
毒
と
野
生
動
物
の
侵
入

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■�

農
場
出
入
口
で
車
両
消
毒
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

■
万
が
一
発
生
し
て
も
ウ
イ
ル
ス
の
拡

散
防
止
が
重
要
で
す
の
で
、
鶏
の
死
亡

率
が
上
昇
し
た
り
、
異

常
に
気
づ
い
た
ら
直

ち
に
曽
於
家
畜
保
健

衛
生
所
（
℡
４
８
７
ー

２
３
５
１
）
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
畜
産
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

（
内
線
４
４
２
・
４
４
３
）

●
松
山
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

●
志
布
志
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
７
）
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平成 22 年度版農業日誌及び新農家暦の斡旋について
　楽しく読みながら、農作業や日々の生活を綴る農業日
誌の斡旋をします。
■農業日誌　　　　１部　１，３００円
■ファミリー日誌　１部　１，３００円
■新農家暦　　　　１部　　		４００円
■申込み期限　11 月 27 日（金）まで
■申込み・問い合わせ先
　市役所農政課農政係　　℡ 474-1111（内 425）
　※代金は、農業日誌配布時にお願いします。

市 営 住 宅 空 き 家 情 報　（ 松 山 地 区 ）
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
■松山団地 102 号　３�建の２�　３��　最低家�は 15,600 円　３�建の２�　３��　最低家�は 15,600 円�建の２�　３��　最低家�は 15,600 円２�　３��　最低家�は 15,600 円�　３��　最低家�は 15,600 円　３��　最低家�は 15,600 円３��　最低家�は 15,600 円��　最低家�は 15,600 円　最低家�は 15,600 円
■馬場団地 225 号　長屋造り　　　３�　　最低家�は 11,600 円　　３�　　最低家�は 11,600 円　最低家�は 11,600 円
　※家�は所得に応じて決定します。します。
■問い合わせ・申込先
　●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）　℡ 474-1111（内線 467）℡ 474-1111（内線 467）（内線 467）内線 467）
　●●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）（内線 253）内線 253） 松山団地馬場団地

石灰散布 防鳥ネット整備

年末調整等説明会のお知らせ
　下記の日程により、平成 21 年分給与所得の年末調整等説明会を開催いたしますので、御出席くださいますよう
御案内申し上げます。
　開　 催　 日 　時　　間 　　　会　　　　　場 　対 象 市 町

１１月２０日（金） 午後２時から
午後４時まで

志布志市文化会館　１階ホール
志布志市志布志町志布志２２３８－１

志布志市
曽於郡大崎町

１１月２４日（火） 午後２時から
午後４時まで

曽於市末吉総合センター　大ホール
曽於市末吉町諏訪方８１２７ 曽於市
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■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されてい
た水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

平成 21 年度　陸上自衛隊　高等工科学校生徒募集

■受付期間　平成21年11月1日（日）～平成22年1月8日（金）
　ただし、平成 22 年 3 月中学校卒業予定者又は中等教育
学校の前期課程修了予定者の受付については、文部科学・
厚生労働両省から示された期日以降実施します。
■募集人員　約 250 名　
※	平成 21 年度の募集人員につきましては、決定次第、自
衛官募集ホームページ等でお知らせします。
　ＵＲＬ＝ http://www.mod.go.jp/pco/kagoshima/
■応募資格
　平成 22 年 4 月 1 日現在、15 歳以上 17 歳未満（平成 5
年 4 月 2 日～平成 7 年 4 月 1 日までの間に生まれた者）
の男子で、中学校卒業者又は中等教育学校の前期課程修了
者（平成 22 年 3 月に中学校卒業又は中等教育学校の前期
課程修了者見込みの者を含む。）
■試験（1）一次試験
　試験期日　平成 22 年１月 23 日（土）
　試験場　　受付時又は受験票交付時にお知らせします。
　試験科目　	国語・社会・数学・理科・英語（択一式マー

クシート）・作文 500 字程度
■合格者発表　	平成22年2月2日（火）自衛隊地方協力本部

に掲示するとともに、本人宛に通知します。
	問い合わせ先
　自衛隊鹿児島地方協力本部大隅地域事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 099-482-1405
　募集相談員　松山町　　平原茂男　℡ 099-487-8164
　　　　　　　志布志町　和田菊美　℡ 099-472-2071
　　　　　　　有明町　　吉元文一　℡ 099-475-2614

世界のクリスマスを知ろう！

　県内在住の外国人の方々といっしょに世界のクリスマス
を楽しみましょう。
■日時　12 月 13 日（日）10:00 ～ 16:00
場所：カピックセンター＆鹿屋市民族館
内容
●お菓子の家をつくろう（要予約）
　　　14:00 ～ 16:00　定員 50 名　参加費 500 円
●お菓子でツリー飾りをつくろう（要予約）
　　　13:00 ～ 14:30　14:30 ～ 16:00　各回定員 50 名
　　　参加費４00 円
●英語でクリスマスソング　11:00 ～ 12:00　
●クリスマスのクラフトづくり（ツリー、リース）
●クイズラリー（プレゼント付き、先着 200 名様）
●その他楽しい催しがいっぱいです。
	問い合わせ・申込先
　カピックセンター（アジア太平洋農村研修センター）
　℡ 0994-45-3288 FAX：0994-45-3258
　E-mail：kapic111@po3.synapse.ne.jp

12 月 4 日から 10 日までは「人権週間」です。

　人権週間は、昭和 23 年 12 月 10 日の国連総会において
「世界人権宣言」が採択されたことを記念して定められた
もので、本年で 61 年目を迎え、全国各地で人権に関する
各種の啓発活動が実施されます。
　私たちの社会には、同和問題をはじめ、子どもや高齢者へ
の虐待、女性、障害者等に関する人権問題が、依然として存
在しています。これらの、人権問題を解決するためには、県
民一人ひとりがお互いの人権を尊重し、偏見や差別のない社
会の実現に向けて努力を重ねていくことが大切です。
　これを機会に、皆さんも身近なことから人権について考
えてみませんか。
 問い合わせ先　県庁人権同和対策課　℡ 099-286-2574

※市報しぶしでは有料広告を募集しています。
　問い合わせは市役所総務課（℡474-1111内線 214）までお願いします。
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県共催不動産無料相談会のお知らせ

鹿児島県宅地建物取引業協会では毎年、県と共催して無料
相談会を行っております。当日は弁護士や税理士、司法書
士、土地家屋調査士、行政書士の専門相談員などが不動産
に関する相談に応じます。お気軽にご相談ください。
　相談は無料で秘密は固く守られます。
■日時　11 月 26 日（木）　10:00 ～ 15:00
■場所　鹿屋市役所 6Ｆ
	問い合わせ先　鹿児島県宅地建物取引業協会大隅支部
　　　　　　　　　℡ 0994-43-0436

2009.11 ■市報しぶし　��

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　夫・パートナーからの暴力や職場等におけるセクシュア
ル・ハラスメント、ストーカー行為、その他、女性をめぐ
る人権問題でお困りの方は、ひとりで悩まずにお電話くだ
さい。
■実施機関　鹿児島地方法務局　鹿児島県人権擁護委員連合会
■期間　11 月 15 日（日）から 11 月 21 日（土）まで
■時間　●平日　　午前 8時 30 分から午後 7時まで
　　　　●土曜日・日曜日　午前 10 時から５時まで
■電話番号
　　女性の人権ホットライン　0570-070-810
　　（通話料が 180 秒につき、およそ 8.5 円かかります。）
■相談員　法務局職員及び人権擁護委員が相談に応じ、秘
　　　　　密は厳守されます。
 問い合わせ先
　　鹿児島地方法務局人権擁護課　℡ 099-259-0684

志布志市青年団連絡協議会主催！
１・２・サンタ！ ２・２・サンタ！！青年サンタ！！！

　青年団では､ 今年のクリ
スマスにサンタクロースを
呼びました｡ クリスマスイ
ブの夜に、プレゼントを持っ
てご家庭に伺います。
■訪問日時　12 月 24 日（木）　19:00	～ 21:00
■対象家庭　	3	歳から小学 3	年生までのお子様のいる家庭

（選考の上、10 世帯）
■応募期日　11 月 16 日（月）～ 12 月 4日（金）まで
■応募方法　	本庁及び各支所に置いてある専用の応募用紙

を志布志市教育委員会へ提出
■その他　　	参加は無料ですが、プレゼント

は各家庭で準備をお願いします。
※	サンタさんよりクリスマスカードとお菓子
の詰め合わせのプレゼントがあります。

 問い合わせ先
　市教育委員会社会教育係　℡ 472-1111（内線 336）

QR コード

■  12月10日（木）から12月16日（水）までは「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です
　平成 18 年６月に、「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」が施行されました。
　「北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めましょう」

11月
 12月

15日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科） ℡471-6611
22日 松下医院（内科、外科、皮膚科） ℡472-1124
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
23日 山口内科（内科） ℡473-1188
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
29日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科） ℡471-6611
６日  藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科） ℡471-6611
13日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  松下医院（内科、外科、皮膚科） ℡472-1124
20日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科） ℡471-6611
23日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
27日 大山病院（内科） ℡472-1400
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565

11月・12月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

11月

12月

■松山地区　
11 月	 今井水道	 	 ℡ 487-8868
12 月	 大迫建設（12 月 27 日迄）	 ℡ 487-2058
■志布志地区
11 月 10 日～ 11 月 16 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
11 月 17 日～ 11 月 23 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
11 月 24 日～ 11 月 30 日	 山本組	 ℡ 472-1101
12 月 1 日～ 12 月 ７ 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
12 月 ８ 日～ 12 月 14 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
12 月 15 日～ 12 月 21 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
12 月 22 日～ 12 月 28 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
■有明地区
11 月 ８ 日～ 11 月 14 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
11 月 15 日～ 11 月 21 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
11 月 22 日～ 11 月 28 日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
11 月 29 日～ 12 月 ５ 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
12 月 ６ 日～ 12 月 12 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
12 月 13 日～ 12 月 19 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
12 月 20 日～ 12 月 27 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
■水道局からのお願いです
　水道は、日常生活や社会活動になくてはならない重要
なライフラインです。
　しかし、漏水が発生すると水道の供給ができなくなる
ことがあり、市民生活に多大な影響を及ぼします。
　市民の皆様への影響を最小限にするために、通勤や日
常生活において、晴天なのに路面が濡れているなどあり
ましたら情報提供のご協力をお願いします。
　漏水かなと思ったら、下記まで連絡してください。
■連絡・問い合わせ先　水道局工務係
　　　　　　　　　　　　　℡ 474-1111（内線 483）

水道修繕当番店

広告 広告

印刷会社の広告分をそのまま使用
岡田仏壇製造工場



志布志市くらしのカレンダー

肺がん検診（志布志地区）※1
野神校区ふれあい移動市長室（19:00～ 野神青少年館）

育児学級（9:45～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター） 肺がん検診（志布志地区）※1

法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室 要予約）※3
心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
女性がん検診・骨粗しょう検診（松山地区）
　　　　　（8:30～9:00及び12:30～13:00受付）※1

農業用廃プラ・廃缶回収（9:00～12:00 13:00～15:00）※4
　　　　松山地区　そお鹿児島農協選果場
　　　　志布志地区　志布志市農業公社（志布志事業所））
　　　　有明地区　あおぞら農協野神FA茶工場

女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性がん検診・骨粗しょう検診（松山地区）
　　　　　（8:30～9:00及び12:30～13:00受付）※1
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）　

2911/13

14

30

15

肺がん検診（志布志地区）※116

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室 要予約）※2

女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
山重校区ふれあい移動市長室（19:00～ 山重青少年館）

心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
消費生活相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
1歳6か月児健康診査/麻しん風しん混合予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

17

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

18

(日)

(火)

(月)

行政相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）
つどいの広場（10:00～12:00 安楽公民館）
肺がん検診（志布志地区）※1

19

心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）
肺がん検診（志布志地区）※1
三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

20

21

松山町文化祭（13:00～ やっちくふれあいセンター）

第14回創年市民大学「修学旅行」（～23日 32㌻参照）

22

勤労感謝の日23

(日)

肺がん検診（志布志地区）※1

肺がん検診（志布志地区）※1

24

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
第15回創年市民大学「相田一人」（32㌻参照）25

年金移動相談（10:00～15:00 志布志支所5F会議室）

子育て講座（10:30～12:00 子育て支援センター）

肺がん検診（志布志地区）※1
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

26

肺がん検診（志布志地区）※1
27

28 夜神楽（16:00～21:30 田之浦ふるさと交流館・山宮神社）

男女共同参画シンポジウム（13:00受付 やっちくふれあいセンター）
※ 志布志支所での母子健康手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※1  場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※2  法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※3  法律相談は事前予約制になります。本庁総務課行政係　　　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。
※4  今年最後の回収になります。志布志市役所本庁農政課　　　℡474-1111（内線433）までお問い合わせください。

日曜当番医は47ページに掲載しています

(水)
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(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(水)

(木)

(金)

(土)

(土)

(日)

(月)

(火)

肺がん検診（志布志地区）※1

肺がん検診（志布志地区）※1
1歳児歯科相談（9:45～100受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

第16回創年市民大学「竹下和男」（33㌻参照）

両親学級（9:30～9:40受付 子育て支援センターはぐくみ）

特設人権相談所（10:00～15:00
　　　 市民センター有明、志布志支所5階会議室）

特設人権相談所（10:00～15:00 泰野地区公民館）

心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）
消費生活相談（10:00～15:00 市民センター有明）
肺がん検診（志布志地区）※1
三種混合予防接種（13:30～14:00受付）※1

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00受付 健康ふれあいプラザ）
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編
集
後
記

▼
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
早
く
も
12

月
が
登
場
し
、
年
末
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
▼
と
こ
ろ
で
、
最
近
、
テ
レ
ビ
を

つ
け
れ
ば
常
に
賑
や
か
な
番
組
が
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
日
本
に
は
「
侘わ
び

・
寂さ
び

」
と
い

う
質
素
で
静
か
な
も
の
を
楽
し
む
風
習
が
あ

り
ま
す
。
▼
俳
句
や
茶
道
と
い
っ
た
も
の
や

神
社
や
仏
閣
に
お
参
り
す
る
な
ど
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
す
。
▼
年

末
年
始
は
ク
リ
ス
マ
ス
等
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
が
、
た
ま
に
は
静
寂
の
中
で
自

分
と
向
き
合
い
な
が
ら
静
か
に
書
き
初
め
等

を
楽
し
ん
だ
り
、
地
域
の
正
月
行
事
に
参
加

す
る
な
ど
「
侘わ
び

・
寂さ
び

」
を
感
じ
て
み
る
の
も

素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。
▼
き
っ
と
「
つ
ま
ら

な
い
毎
日
」
と
思
え
る
毎
日
の
中
に
楽
し
さ

や
輝
く
瞬
間
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
▼
何
は
さ
て
お
き
、
年
末
年
始

を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
も
健
康
に
は
十
分

注
意
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
山
本
）

　

11
月
・
12
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　

11
月
13
日
、
25
日
、
12
月
７
日
、
19
日

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

11
月
12
日
（
９
時
～
12
時
）

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

掘
り
出
し
物
市（
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

12
月
14
日
（
10
時
～
）

志
布
志
駅
前
市
場
（
JR
志
布
志
駅
前
）

　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
７
時
～
14
時
）

【
市

報
し

ぶ
し

設
置

一
覧（

順
不

同
）】  市

役
所

本
庁・市

役
所

各
支

所・市
文

化
会

館
・図

書
館・公

民
館・ボ

ル
べ

リ
ア

ダ
グ

リ・蓬
の

郷・健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ・蓬
原

郵
便

局
・

有
明

郵
便

局
・

鹿
児

島
銀

行
志

布
志

支
店

・
鹿

児
島

銀
行

有
明

出
張

所

・四
季

彩
館

ほ
り

ぐ
ち

志
布

志
店・ニ

シ
ム

タ
志

布
志

店
・ホ

ー
ム

マ
ン

北
山・ス

ー
パ

ー
ぬ

き
ざ

こ
Nukk店・さ

ん
ふ

ら
わ

あ
待

合
室

・Ａ
コ

ー
プ

あ
お

ぞ
ら

店・ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

JA有
明

西
部

店・あ
お

ぞ
ら

一
丁

目

・
サ

ン
ポ

ー
ト

し
ぶ

し
ア

ピ
ア

・
タ

イ
ヨ

ー
志

布
志

店
・

サ
ン

キ
ュ

ー
西

志
布

志
店

・
ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
志

布
志

北
店

・
フ

ァ
ミ

リ
マ

ー
ト

志
布

志
見

帰
店

・
安

楽
温

泉


